
は
じ
め
に

狩
野
孝
信
（
一
五
七
一
～
一
六
一
八
）
に
よ
る
《
唐
人
物
・
花
鳥
図
座
屛
》（
高

台
寺
蔵
、
図
一
）
は
、
金
地
着
色
の
唐
人
物
図
と
、
金
地
水
墨
の
花
鳥
図
が
そ

れ
ぞ
れ
表
裏
を
な
す
一
対
の
衝
立
（
座
屛
）
で
あ
る
。

本
図
の
う
ち
、水
辺
で
向
か
い
合
う
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
る
図
（
以
下
「
高

台
寺
本
Ａ
図
」、
図
一
上
部
右
）
の
画
題
に
つ
い
て
は
、「
鍾
呂
伝
道
図
」
で
あ

る
と
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
る
が
、
も
う
一
方
の
図
（
以
下
「
高
台
寺

本
Ｂ
図
」、
図
一
上
部
左
）
の
画
題
に
つ
い
て
は
、「
黄
石
公
張
良
図
」
か
「
老

子
尹
喜
図
」
か
と
い
う
問
題
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
、「
黄
石
公
張
良
図
」・「
老
子
尹
喜
図
」

両
画
題
を
描
い
た
諸
作
例
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
を

特
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
高
台
寺
本
の
唐
人
物
・
花
鳥
図
全
四
面
を
総
合
的
に

考
え
た
時
に
、
高
台
寺
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
れ
る
の
か
に

つ
い
て
も
考
察
す
る
。

一
、
高
台
寺
本
の
概
要
と
先
行
研
究

先
述
の
通
り
、
本
図
は
金
地
着
色
の
唐
人
物
図
と
、
金
地
水
墨
の
花
鳥
図
が

そ
れ
ぞ
れ
表
裏
を
な
す
、
各
五
十
六
・
三
×
五
十
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル(

１)

の
一
対
の
衝
立
で
あ
る
。
唐
人
物
図
・
花
鳥
図
と
も
に
狩
野
孝
信
の
手
に
よ
る

も
の
と
し
て
い
ず
れ
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
制
作

時
期
に
つ
い
て
は
、
孝
信
の
若
描
き
と
す
る
川
本
桂
子
氏
の
説(

２)

と
、
晩
年

作
と
す
る
小
嵜
善
通(

３)

・
河
野
元
昭(

４)

両
氏
の
説
が
あ
る
が
、
本
稿
の
テ
ー

マ
で
は
な
い
た
め
詳
述
し
な
い
。

こ
の
種
の
衝
立
は
、
座ざ

ち
ょ
う頭

屛
風
も
し
く
は
座
屛
と
も
呼
ば
れ
、
禅
宗
寺
院
に

お
い
て
儀
式
の
際
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る(

５)

。
無
著
道
忠
著
『
禅

林
象
器
箋
』
の
「
座
頭
屛
風
」
の
項
目
に
は
、「
小
屛
高
サ
三
尺
可
リ
。
戸
口

ノ
左
右
ノ
座
首
ニ
設
」（
原
漢
文
）(

６)

と
あ
り
、
河
野
元
昭
氏
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
禅
宗
寺
院
に
お
い
て
、
室
中
な
ど
の
、
座
の
端
に
あ
た
る
戸
口
の
両
脇

に
向
か
い
合
う
よ
う
に
並
べ
て
置
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(

７)

。

次
に
画
面
内
容
を
見
て
い
く
。
ま
ず
Ａ
図
（
図
一
上
部
右
）
に
は
、
水
辺
の

土
坡
の
上
、
松
樹
の
下
で
向
か
い
合
う
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面

狩
野
孝
信
筆《
唐
人
物
・
花
鳥
図
座
屛
》（
高
台
寺
蔵
）に
つ
い
て
の
研
究清

水
亮
佑
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右
方
の
人
物
は
豹
皮
の
よ
う
な
も
の
を
肩
に
か
け
、
左
手
人
差
し
指
を
左
方
の

人
物
に
向
け
、
何
か
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
な
仕
草
を
見
せ
て
い
る
。
一
方
で

左
方
の
人
物
は
、
や
や
前
か
が
み
に
な
っ
て
両
手
で
開
い
た
書
を
読
み
、
右
方

の
人
物
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
左
腰
に
は
剣
を
帯

び
て
い
る
。

先
述
の
通
り
、
Ａ
図
の
画
題
は
、
呂
洞
賓
が
鍾
離
権
か
ら
仙
術
を
伝
授
さ
れ

た
と
い
う
「
鍾
呂
伝
道
図
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
い
ず
れ
の
先
行

研
究
に
お
い
て
も
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
試
み
に
同
画
題
を
描
い
た
他
の
作

例
と
比
較
し
て
み
る
と
、
水
辺
の
松
樹
の
下
で
呂
洞
賓
と
鍾
離
権
が
向
か
い
合

う
図
様
は
、
伝
狩
野
正
信
（
一
四
三
四
～
一
五
三
〇
）
筆
《
鍾
離
権
・
呂
洞
賓

図
》（
西
源
院
蔵
、図
二
）
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
、個
々
の
図
像
を
見
て
も
、

豹
皮
を
肩
に
か
け
る
鍾
離
権
の
姿
は
、伝
狩
野
元
信
（
一
四
七
七
～
一
五
五
九
）

原
画
《
呂
洞
賓
鍾
離
権
図
模
本
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
模
本
筆
者
は
狩
野

養
信
（
玉
川
）、
Ａ-

二
七
四
一(

８)

、
図
三
）
の
鍾
離
権
と
類
似
し
、
高
台
寺

本
Ａ
図
の
呂
洞
賓
が
剣
を
帯
び
て
い
る
点
は
、
呂
洞
賓
を
描
い
た
諸
作
例
（
ネ

ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
本
な
ど
、
図
四
）
で
ほ
ぼ
剣
が
描
か
れ
る
よ
う

に
、
像
主
が
呂
洞
賓
た
る
最
大
の
根
拠
と
言
え
る(

９)

。
こ
の
よ
う
に
、
諸
先

行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
台
寺
本
Ａ
図
が
「
鍾
呂
伝
道
図
」
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
Ａ
図
裏
面
（
図
一
下
部

右
）
に
は
、
画
面
左
方
に
竹
が
三
本
大
き
く
描
か
れ
、
そ
の
枝
に
三
羽
の
雀
が

止
ま
っ
て
お
り
、
画
面
右
下
に
は
岩
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
は
、
左
上
の
竹
の

枝
に
止
ま
る
雀
を
見
上
げ
る
二
羽
の
雀
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

次
に
Ｂ
図
（
図
一
上
部
左
）
を
見
て
み
る
と
、
山
間
の
松
樹
の
下
で
向
き
合

う
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
左
方
の
人
物
は
白
髪
・
白
髭
の
老
人

で
、
右
手
に
持
っ
た
巻
子
を
、
右
方
に
い
る
男
に
差
し
出
し
て
い
る
。
一
方
で

右
方
の
男
は
、
幞
頭
を
被
り
、
手
に
は
笏
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
、
左
方
の

老
人
の
方
を
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
男
の
右
方
に
は
、
長
い
杖
の
よ
う
な
も
の

を
持
っ
た
少
年
の
従
者
が
控
え
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
こ
ち
ら
の
図
は
画
題

が
特
定
で
き
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
こ
の
Ｂ
図
の
画
題
特
定
を
行
う
こ
と
を
主

眼
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｂ
図
裏
面
（
図
一
下
部
左
）
に
は
、
画
面
右

下
か
ら
大
き
く
枝
を
伸
ば
す
一
本
の
梅
樹
と
、
そ
こ
に
止
ま
る
一
羽
の
鶯
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る(

10)

。

さ
て
、
本
図
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
土
居
次
義
氏(

11)

で
、
土
居
氏
は

表
面
の
唐
人
物
図
の
筆
者
を
、
そ
の
顔
貌
や
岩
法
の
表
現
か
ら
狩
野
孝
信
で
あ

る
と
し
、
裏
面
の
花
鳥
図
も
同
筆
と
見
な
し
た
。
ま
た
、
二
面
の
唐
人
物
図
の

画
題
に
つ
い
て
、
Ａ
図
は
、
呂
洞
賓
が
鍾
離
権
か
ら
書
を
伝
授
さ
れ
た
故
事
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
も
の
の
、
Ｂ
図
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

い
。そ

の
後
、
並
木
誠
士
氏
は
、
当
時
新
出
の
「
狩
野
寄
合
書
」（
現
・
原
美
術

館
Ａ
Ｒ
Ｃ
蔵
、
同
論
文
掲
載
当
時
は
個
人
蔵
）
を
紹
介
す
る
中
で
、
そ
の
う
ち

の
一
図
・
狩
野
孝
信
筆
《
黄
石
公
張
良
図
》（
図
五
）
に
お
い
て
、
黄
石
公
が

張
良
に
巻
物
を
授
け
る
図
様
が
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
図

の
画
題
も
ま
た
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た(

12)

。
さ
ら

に
小
嵜
善
通
氏
も
、
狩
野
孝
信
の
作
風
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
の
中
で
高
台

寺
本
を
取
り
上
げ
、
Ａ
・
Ｂ
両
図
の
画
題
に
つ
い
て
は
土
居
・
並
木
両
氏
の
説

を
支
持
し
た(

13)

。

こ
う
し
た
中
で
、
河
野
元
昭
氏
は
、
初
め
て
高
台
寺
本
に
つ
い
て
の
専
論
を

出
し
、
Ａ
図
に
つ
い
て
は
先
行
の
説
を
支
持
す
る
一
方
、
Ｂ
図
に
つ
い
て
は
、

巻
物
を
差
し
出
す
老
人
の
姿
が
、
牧
谿
（
生
没
年
不
詳
）
筆
《
老
子
図
》（
岡

山
県
立
美
術
館
蔵
、
図
六
）
や
、『
列
仙
全
伝
』
や
『
後
素
集
』
な
ど
に
記
さ
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れ
る
老
子
の
特
徴
（
大
耳
、
白
髪
）
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
高
台

寺
本
Ｂ
図
に
お
い
て
、
老
人
と
向
き
合
う
男
の
衣
服
が
、
明
時
代
の
画
人
・
商

喜
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
《
老
子
出
関
図
》（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
、
図
七
）

に
お
け
る
尹
喜
の
そ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
諸
点
か
ら
、
高
台
寺
本
Ｂ

図
が
、
老
子
が
周
の
関
所
の
役
人
で
あ
る
尹
喜
に
『
老
子
道
徳
経
』
を
与
え
た

故
事
を
描
い
た
「
老
子
尹
喜
図
」
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た(

14)

。
し
か
し

そ
の
後
、二
〇
一
四
年
に
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
栄
西
と
建
仁
寺
」

展
に
高
台
寺
本
が
出
品
さ
れ
た
際
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
Ｂ

図
は
再
び
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
て
い
る(

15)

。
さ
ら
に
そ

の
翌
年
、
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
桃
山
時
代
の
狩
野
派
―

永
徳
の
後
継
者
た
ち
―
」
に
出
品
さ
れ
た
際
、
同
展
カ
タ
ロ
グ
の
作
品
解
説
で

は
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
と
し
て
先
述
の
二
画
題
が
先
行
研
究
に
お
い
て
提

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、
い
ず
れ
の
画
題
と
も
決
し
難
い
旨
が

記
さ
れ
て
い
る(

16)

。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
筆
者
お
よ
び
Ａ
図
の
画
題
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
の
論
に
お
い
て
も
意
見
の
一
致
を
見
て
い
る
も
の
の
、
Ｂ
図
の
画
題
に
つ

い
て
は
、「
黄
石
公
張
良
図
」
か
「
老
子
尹
喜
図
」
か
で
分
か
れ
、
ど
ち
ら
と

も
断
定
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
要
因
と
し
て

は
、
い
ず
れ
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
決
定
打
と
な
る
材
料
が
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
黄
石
公
張
良
図
」
説
を

提
唱
す
る
並
木
論
文
に
お
い
て
比
較
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
狩
野
寄

合
書
」
中
の
孝
信
筆
《
黄
石
公
張
良
図
》（
図
五
）
は
、
確
か
に
、
全
体
的
な

構
図
は
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
共
通
す
る
も
の
の
、
二
人
の
人
物
の
服
装
は
、
両
図

で
や
や
異
な
っ
て
い
る
（
老
人
が
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
か
否
か
、
老
人
と
向
き

合
う
男
の
服
装
が
質
素
か
豪
華
か
。
詳
し
く
は
後
述
）。
ま
た
「
老
子
尹
喜
図
」

説
を
提
唱
す
る
河
野
論
文
で
も
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
の
図
像
の
比
較
材
料

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
岡
山
県
美
本
（
図
六
）
は
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人

と
の
相
違
点
も
散
見
さ
れ
（
水
墨
か
著
色
か
の
違
い
や
、
頭
頂
の
髪
や
両
顎
鬚

の
有
無
な
ど
。
詳
し
く
は
後
述
）、
高
台
寺
本
Ｂ
図
に
お
け
る
老
人
と
向
き
合

う
男
の
比
較
材
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
（
図
七
）
は
、
全
体
的

な
構
図
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
の
老
子
が
牛
車
に
乗
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
は
乗
っ
て
い
な
い
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
を
「
老
子
尹
喜
図
」
で
あ
る
と
決
す
る
に
は
、
な
お

検
討
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
次
章
か
ら
は
、
両
画
題
を
描
く
諸
作
例
を
よ
り
多
く
提
示
し
、
高
台

寺
本
Ｂ
図
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
同
図
の
画
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
「
黄
石
公
張
良
図
」
諸
作
例
と
の
比
較

ま
ず
、「
黄
石
公
張
良
図
」
諸
作
例
と
比
較
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
同
画
題

の
も
と
と
な
っ
た
『
史
記
』
巻
五
十
五
「
留
侯
世
家
第
二
十
五
」(

17)

に
記
さ

れ
る
故
事
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

秦
の
始
皇
帝
の
暗
殺
に
失
敗
し
て
放
浪
し
て
い
た
若
年
の
張
良
は
、あ
る
時
、

下
邳
の
土
橋
の
ほ
と
り
で
黄
石
公
と
出
会
う
。
黄
石
公
は
橋
の
下
に
靴
を
落
と

し
、
張
良
に
拾
い
に
行
か
せ
、
そ
の
上
自
分
の
足
に
履
か
せ
る
。
そ
し
て
黄
石

公
は
、
五
日
後
の
早
朝
に
同
じ
場
所
で
会
う
よ
う
張
良
に
告
げ
る
が
、
張
良
が

約
束
の
日
時
に
行
く
と
、
黄
石
公
は
先
に
来
て
い
た
。
黄
石
公
は
張
良
が
遅
れ

た
こ
と
に
怒
り
、
再
度
五
日
後
の
早
朝
に
会
う
約
束
を
す
る
。
約
束
の
日
の
鶏

鳴
の
時
刻
に
張
良
が
行
く
と
、
や
は
り
黄
石
公
が
先
に
来
て
い
た
。
黄
石
公
は
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怒
り
、
ま
た
同
じ
約
束
を
す
る
。
そ
し
て
約
束
の
日
、
今
度
は
、
張
良
が
夜
中

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
黄
石
公
よ
り
も
早
く
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
黄
石
公
は
張

良
の
行
動
に
感
心
し
、
張
良
に
太
公
望
の
兵
法
書
を
授
け
る
。
以
上
が
こ
の
故

事
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
に
お
い
て
こ
の
画
題
は
、
特
に
室
町
～
江
戸
初
期
に
し
ば
し
ば

描
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
現
存
作
例
も
一
定
数
挙
げ
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
同

時
期
に
お
け
る
主
要
な
作
例
（
模
本
も
含
む
）
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
七
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）
筆
《
黄
石
公
張
良
・
虎
渓
三
笑
図
屛

風
》
右
隻
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
八
）

・
狩
野
孝
信
筆
《
黄
石
公
張
良
図
》（「
狩
野
寄
合
書
」
の
う
ち
の
一
図
、
原
美

術
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
蔵
、
図
五
）

・
狩
野
孝
信
筆
《
黄
石
公
張
良
図
》（『
狩
野
派
大
観
』
所
載
、
所
在
不
明
、
図

九
）

・
伝
狩
野
正
信
原
画
《
黄
石
公
張
良
図
模
本
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
模
本

筆
者
は
狩
野
雅
信
（
勝
川
）、
Ａ-

二
五
九
三
、
図
十
）

・
伝
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
原
画
《
黄
石
公
張
良
図
模
本
》（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
、
模
本
筆
者
は
狩
野
養
信
（
玉
川
）、
Ａ-

三
四
三
七
、
図

十
一
）

・
伝
狩
野
探
幽
原
画
《
黄
石
公
像
模
本
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
模
者
不
詳
、

Ａ-

三
五
九
三
、
図
十
二
）

・
伝
狩
野
探
幽
原
画
《
下
橋
屛
風
模
本
》（
東
京
藝
術
大
学
蔵
、
模
者
不
詳
、

東
洋
画
模
本
Ⅴ-

四
四
四
二(

18)

、
図
十
三
）(

19)

い
ず
れ
も
、
黄
石
公
と
張
良
を
描
い
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
一

方
、
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
七
点
の
図
様
を
通
覧
す

る
と
、
同
じ
画
題
を
描
い
て
い
て
も
、
描
く
場
面
は
各
作
例
で
異
な
っ
て
い
る
。

試
み
に
各
作
例
を
分
類
し
て
み
る
と
、
①
橋
の
上
の
黄
石
公
が
、
橋
の
下
に
落

と
し
た
靴
を
張
良
に
拾
わ
せ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
（
図
九
、
十
一
～
十
三
）、

②
拾
わ
せ
た
靴
を
、黄
石
公
が
張
良
に
履
か
せ
る
場
面
を
描
い
た
も
の（
図
十
）、

③
張
良
が
黄
石
公
か
ら
兵
法
書
を
授
か
る
場
面
を
描
い
た
も
の
（
図
五
、
八
）、

の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
、特
に
③
の
図
様
が
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
共
通
す
る
点
が
、

同
図
が
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。そ

れ
で
は
、「
黄
石
公
張
良
図
」
諸
作
例
と
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
を
比
較
し

て
み
た
い
。

先
述
の
通
り
、「
黄
石
公
張
良
図
」
の
中
で
も
、③
の
図
様
（
図
五
、八
）
は
、

老
人
が
男
に
巻
物
を
授
け
る
と
い
う
点
に
お
い
て
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
図
様
と
共

通
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
よ
り

細
か
い
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
「
黄
石
公
張
良
図
」

七
作
例
の
黄
石
公
が
み
な
、
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
東
京
藝

術
大
学
に
は
、
南
宋
時
代
の
画
人
・
劉
松
年
（
生
没
年
不
詳
）
原
画
と
伝
わ
る

黄
石
公
単
独
の
肖
像
の
模
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
（
模
者
不
詳
、
東
洋
画
模

本
Ⅱ-

一
四
七
九
、
図
十
四
）、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
黄
石
公
は
頭
巾
を
被
っ

て
い
る
。
絵
師
た
ち
が
、
黄
石
公
を
描
く
際
に
頭
巾
を
被
ら
せ
る
こ
と
を
通
例

と
し
て
い
た
こ
と
は
文
字
史
料
か
ら
も
窺
え
、
狩
野
一
渓
（
一
五
九
九
～
一
六

六
二
）
に
よ
る
『
後
素
集
』「
神
仙
」
の
う
ち
、「
進
履
橋
図
」（
黄
石
公
が
落

と
し
た
靴
を
張
良
が
拾
っ
て
差
し
出
す
場
面
を
描
い
た
図
）
の
項
目
に
は
、
黄

石
公
の
服
装
と
し
て
「
石
公
は
黒
き
帽
子
に
黄
な
る
ひ
と
へ
の
絹
を
着
。」(

20)

（4） 157



狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
黄
石
公
を
描
く
際
に
は
頭
巾
を
描
く
の

が
通
例
で
あ
り
、
言
わ
ば
図
像
上
の
ル
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
は
頭
巾
を
被
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点

が
「
黄
石
公
張
良
図
」
諸
作
例
と
は
大
き
く
異
な
る
。
並
木
氏
は
先
に
挙
げ
た

論
文
の
中
で
、『
後
素
集
』
に
、
黄
石
公
が
黒
い
帽
子
を
被
っ
て
い
る
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず(

21)

、
全
体
的
な
画
面
構
成

の
類
似
か
ら
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
が
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
稿
者
が
挙
げ
た
「
黄
石
公
張
良
図
」
七
点
に
お

い
て
、
黄
石
公
が
必
ず
頭
巾
を
被
っ
て
お
り
、
し
か
も
狩
野
派
内
で
、
頭
巾
が

黄
石
公
を
特
徴
づ
け
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
事
実
が
確
認
で
き

る
以
上
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
を
黄
石
公
と
み
な
す
の
は
難
し
い
と
稿
者
は

考
え
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
「
黄
石
公
張
良
図
」
七
点
の
張
良
は
、『
史
記
』
に
お

い
て
、
黄
石
公
と
出
会
っ
た
当
時
は
無
位
無
官
の
浪
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
た

め
か
、
あ
る
い
は
、
若
年
の
逃
亡
者
と
し
て
の
身
軽
さ
を
強
調
す
る
た
め
か
、

筒
袖
の
、
比
較
的
簡
素
か
つ
身
軽
な
衣
服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。
一
方
で
高

台
寺
本
Ｂ
図
に
お
け
る
老
人
と
向
き
合
う
男
は
、
官
吏
が
着
用
す
る
よ
う
な
広

袖
の
豪
華
な
官
服
を
身
に
つ
け
、
手
に
は
笏
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら

か
に
何
ら
か
の
官
位
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
（
図
十
五
）。
こ

う
し
た
風
体
は
、例
え
ば
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
～
一
六
一
〇
）
に
よ
る
《
禅

宗
祖
師
図
襖
》（
天
授
庵
蔵
）
の
う
ち
「
懶
瓚
煨
芋
図
」
に
描
か
れ
る
皇
帝
の

勅
使
の
姿
（
図
十
六
）
と
も
酷
似
し
て
お
り
、
一
定
の
地
位
に
い
る
人
物
を
表

す
際
の
常
套
的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
高
台
寺
本
Ｂ
図

の
男
の
図
像
は
、
張
良
に
は
相
応
し
く
な
い
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
男
の
右
方
に
控
え
る
若
い
従
者

の
存
在
も
注
意
さ
れ
る
。
も
し
老
人
と
向
き
合
う
男
が
張
良
で
あ
る
な
ら
、
従

者
の
存
在
は
、
黄
石
公
と
出
会
っ
た
当
時
、
無
位
無
官
の
浪
人
で
、
か
つ
逃
亡

者
で
も
あ
っ
た
張
良
の
身
分
に
は
不
相
応
で
、
そ
も
そ
も
『
史
記
』
に
は
、
逃

亡
中
の
張
良
が
従
者
を
連
れ
て
い
た
な
ど
と
は
一
言
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ

の
点
か
ら
も
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
と
向
き
合
う
男
の
図
像
は
、
張
良
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
高
台
寺
本
の
筆
者
で
あ
る
孝
信
に
よ
る
二
点
の
「
黄
石

公
張
良
図
」（
図
五
、
九
）
に
お
い
て
、
黄
石
公
が
い
ず
れ
も
黒
い
頭
巾
を
被
っ

て
い
る
こ
と
、
張
良
の
衣
服
が
筒
袖
で
簡
素
な
も
の
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
同
じ
筆
者
に
よ
る
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
が
頭
巾
を

被
っ
て
お
ら
ず
、
老
人
と
向
き
合
う
男
の
衣
服
が
広
袖
か
つ
豪
華
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
が
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
は
な
い
こ
と

の
有
力
な
証
左
と
な
ろ
う
。

以
上
の
点
か
ら
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
が
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
あ
る
可

能
性
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
「
老
子
尹
喜
図
」
諸
作
例
と
の
比
較

次
に
、「
老
子
尹
喜
図
」
諸
作
例
を
見
て
い
く
。

こ
の
画
題
は
、
老
子
が
周
王
朝
の
衰
退
を
悟
っ
て
国
を
去
り
、
国
境
の
函
谷

関
に
さ
し
か
か
っ
た
際
、
関
所
の
役
人
で
あ
る
尹
喜
に
請
わ
れ
、
道
徳
を
書
き

記
し
た
書
『
老
子
道
徳
経
』
を
授
け
た
と
い
う
、『
史
記
』「
老
子
韓
非
列
伝
第

三
」
の
故
事(
22)

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
作

品
に
は
、「
老
子
出
関
図
」、「
老
子
渡
関
図
」、「
老
子
過
関
図
」、「
老
子
授
経
図
」
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等
の
作
品
名
が
冠
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
個
々
の
作
品
名
を
除
き
、
上
記
の

も
の
を
「
老
子
尹
喜
図
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
こ
の
画
題
は
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
、
狩
野
正
信
が
相
阿
弥
（
？
～
一

五
二
五
）
を
通
じ
て
、
足
利
義
政
（
一
四
三
六
～
九
〇
）
か
ら
「
李
龍
眠
筆
之

老
子
青
牛
図
」（
老
子
が
青
牛
に
乗
る
姿
を
描
い
た
掛
幅
を
中
幅
と
し
、
左
右

幅
に
尹
喜
と
御
者
を
描
い
た
三
幅
一
対
の
掛
幅
）
を
借
用
し
た
記
事
が
あ
る
こ

と
か
ら
推
し
て(

23)

、
お
そ
ら
く
、
日
本
で
は
室
町
期
頃
か
ら
絵
画
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
は
、
こ
の
画
題

を
描
い
た
絵
画
に
寄
せ
た
賛
文
が
七
首
掲
載
さ
れ
て
お
り(

24)

、
こ
の
画
題
が

当
時
の
人
々
に
広
く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
で
、
日
本
の
中
世
に
遡
る
現
存
作
例
と
な
る
と
、
管
見
の
限
り
で
は
、

南
禅
寺
蔵
扇
面
貼
交
屛
風
中
の
元
信
印
《
老
子
渡
関
図
扇
面
》（
南
禅
寺
蔵
、

図
十
七
）
の
み
で
、
同
画
題
を
描
い
た
日
本
の
現
存
作
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
江

戸
期
以
降
の
も
の
で
あ
る(

25)

。
こ
の
よ
う
に
、
高
台
寺
本
の
比
較
作
例
と
な

り
得
る
日
本
の
近
い
時
期
の
作
例
が
少
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
明
時
代
以
前

の
中
国
絵
画
も
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
画
題
を
描

い
た
中
国
に
お
け
る
主
な
作
例
と
し
て
は
、
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
商
喜
筆
《
老
子
出
関
図
》（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
、
図
七
）

・
李
公
麟
（
一
〇
四
九
～
一
一
〇
六
）
筆
《
老
子
授
経
図
文
徴
明
書
経
》（
台

北
故
宮
博
物
院
蔵
、
図
十
八
）

・
伝
李
公
麟
筆
《
老
子
授
経
図
》（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
、F1913.61

(

26)

、

図
十
九
）

・
伝
李
公
麟
筆
《
老
子
授
経
図
》（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
、F1968.21

、
図
二

十
）

い
ず
れ
の
作
品
も
同
じ
画
題
を
描
い
て
は
い
る
も
の
の
、
細
部
を
見
る
と
、

そ
の
図
様
は
、
以
下
に
示
す
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①

牛
車
に
乗
っ
た
老
子
（
他
の
作
例
で
は
牛
に
跨
っ
た
も
の
も
あ
る
）
が
尹
喜
と

遭
遇
す
る
様
子
を
描
い
た
も
の
（
図
七
、
十
七
）
と
、
②
老
子
が
尹
喜
に
『
老

子
道
徳
経
』
を
授
け
る
様
子
を
描
い
た
も
の
（
図
十
八
～
二
十
）
の
二
タ
イ
プ

で
あ
る
。

河
野
元
昭
氏
が
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
比
較
作
例
と
し
て
提
示
し
た
Ｍ
Ｏ
Ａ
本

（
図
七
）
は
タ
イ
プ
①
の
図
様
に
相
当
す
る
わ
け
だ
が
、
同
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
確
か
に
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
に
描
か
れ
る
尹
喜
の
服
装
に
関
し
て
は
、
高
台
寺

本
Ｂ
図
に
お
け
る
老
人
と
向
き
合
う
男
の
服
装
に
通
じ
る
所
が
あ
る
。一
方
で
、

全
体
的
な
構
図
を
見
る
と
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
の
老
子
が
牛
車
に
乗
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
は
岩
座
に
座
す
、
と
い
う
よ
う
に
、
両
図
の
図
様

に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
は
、高
台
寺
本
Ｂ
図
が「
老

子
尹
喜
図
」
で
あ
る
と
す
る
た
め
の
補
強
材
料
と
す
る
に
は
、
や
や
説
得
力
に

欠
け
て
お
り
、
こ
れ
が
、『
桃
山
時
代
の
狩
野
派
』
展
カ
タ
ロ
グ
の
作
品
解
説

に
お
い
て
、
画
題
の
同
定
が
保
留
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。こ

こ
で
目
を
転
じ
て
、
タ
イ
プ
②
の
図
様
で
描
か
れ
る
先
述
の
（
伝
）
李
公

麟
画
三
作
品
（
図
十
八
～
二
十
）
と
比
較
し
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
三
作
品
に
描
か
れ
る
老
子
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
の
よ
う
に
牛
車
に
は
乗
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
点
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
に
よ
り
近
い
図
様
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、（
伝
）
李
公
麟
画
三
作
品
の
老
子
が
、
い
ず
れ
も
松
の
木
の
下
に
座
し
、

尹
喜
に
『
老
子
道
徳
経
』
を
差
し
出
す
図
様
も
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
に
お
い
て
、

老
人
が
松
の
下
で
男
に
巻
子
を
差
し
出
す
様
子
と
よ
く
似
て
い
る
。ち
な
み
に
、
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高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
は
岩
座
に
座
し
て
お
り(

27)

、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

（
伝
）
李
公
麟
画
三
作
品
の
老
子
が
、円
座
も
し
く
は
壇
上
に
座
る
の
と
異
な
っ

て
い
る
が
、老
子
単
体
を
描
い
た
も
の
に
は
岩
座
に
座
る
形
式
の
も
の
が
あ
る
。

華
祖
立
筆
《
玄
門
十
子
図
巻
》（
上
海
博
物
館
蔵
）
の
老
子
像
（
図
二
十
一
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
同
図
は
、
老
子
を
は
じ
め
と
す
る
十
一
人
の
道
教
の
祖
師
た

ち
を
描
い
た
図
巻
だ
が
、
こ
の
う
ち
老
子
像
は
、
上
面
が
平
ら
な
岩
座
に
座
っ

た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
図
像
は
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
の
図
像
と

近
似
し
て
お
り
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
が
、
上
海
博
本
の
よ
う
な
老
子
の
図

像
を
参
考
に
描
か
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

そ
も
そ
も
、「
老
子
尹
喜
図
」
の
原
典
た
る
『
史
記
』「
老
子
韓
非
列
伝
第
三
」

に
は
、
老
子
が
函
谷
関
を
過
ぎ
る
際
に
、
牛
ま
た
は
牛
車
に
乗
っ
て
い
た
と
は

一
言
も
記
さ
れ
て
い
な
い(

28)

。
管
見
の
限
り
、
老
子
が
函
谷
関
を
過
ぎ
る
際

に
牛
に
乗
っ
て
い
た
と
記
す
最
初
の
史
料
は
、『
史
記
』
成
立
（
前
漢
）
よ
り

後
の
後
漢
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
仙
人
説
話
集
『
列
仙
伝
』(

29)

で
、
南
秀

彰
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
牛
に
乗
る
図
像
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
時
代
に
編

ま
れ
た
仙
人
図
像
集（『
三
才
図
会
』や『
列
仙
全
伝
』な
ど
）を
通
じ
て
広
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る(

30)

。
つ
ま
り
、
い
く
ら
牛
に
乗
る
老
子
の
図
像
が
人
口
に
膾

炙
し
て
い
た
と
は
い
え
、
老
子
伝
の
そ
も
そ
も
の
原
典
た
る
『
史
記
』
に
、
老

子
が
牛
や
牛
車
に
跨
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
踏
ま

え
れ
ば
、「
老
子
尹
喜
図
」
を
描
く
際
に
、
老
子
を
牛
や
牛
車
に
乗
っ
た
姿
で

は
描
か
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
得
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
タ
イ
プ
②
の
（
伝
）
李
公
麟
画
三
作
品
（
図
十
八
～
二
十
）
の
よ
う
に
、

牛
に
も
牛
車
に
も
乗
ら
な
い
老
子
の
姿
を
描
い
た
「
老
子
尹
喜
図
」
も
存
在
す

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
が
、
牛
や
牛
車
に

乗
っ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
、
同
図
が
「
老
子
尹
喜
図
」
で

は
な
い
こ
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
の
図
像
に
注
目
す
る
と
、
老
子
の
肖
像
と
多

く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
の
通
り
、河
野
元
昭
氏
は
、

高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
の
姿
が
、
牧
谿
筆
《
老
子
図
》（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵
、

図
六
）
や
、『
列
仙
全
伝
』
や
『
後
素
集
』
に
記
さ
れ
る
老
子
の
特
徴
（
大
耳
、

白
髪
）
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、
高
台
寺
本
Ｂ
図

の
老
人
は
こ
れ
ら
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の

老
人
を
老
子
と
同
定
し
て
良
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
一
方
で
、
岡
山
県
美
本

は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
、
か
つ
簡
略
で
粗
放
な
筆
致
で
描
か
れ
て
お
り
、
細
密
な

著
色
画
で
あ
る
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
比
較
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

ま
た
細
部
を
見
て
も
、
岡
山
県
美
本
の
老
子
の
頭
頂
部
が
禿
げ
上
が
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
点
も
、
高
台
寺

本
Ｂ
図
の
老
人
を
老
子
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
を
妨
げ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
稿
者
は
、
こ
れ
ま
で
高
台
寺
本
Ｂ
図
と
の
比
較
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
無
か
っ
た
、
伝
狩
野
雅
楽
助
（
活
動
期
：
十
六
世
紀
初
期
～
同
後
期
）
原
画

《
老
子
孔
子
図
模
本
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、模
本
筆
者
は
狩
野
養
信
（
晴
川
）、

Ａ-

二
八
〇
五
）
の
老
子
図
（
図
二
十
二
）
を
比
較
材
料
と
し
て
提
示
し
た
い
。

著
色
で
描
か
れ
る
伝
雅
楽
助
模
本
の
老
子
は
、
ざ
ん
ば
ら
の
白
髪
に
白
髭
を
生

や
し
、
耳
は
大
き
く
、
道
服
を
身
に
ま
と
い
、
右
手
に
は
『
老
子
道
徳
経
』
と

思
し
き
巻
子
を
持
っ
て
い
る
が
、こ
れ
を
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
（
図
二
十
三
）

と
比
べ
て
み
る
と
、
全
て
の
点
に
お
い
て
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ

ら
に
細
部
を
見
れ
ば
、
伝
雅
楽
助
模
本
の
老
子
の
頭
部
は
、
岡
山
県
美
本
の
老

子
の
よ
う
に
禿
げ
上
が
っ
て
は
お
ら
ず
、
前
髪
が
や
や
額
に
か
か
っ
て
お
り
、

ま
た
、
鬚
が
下
顎
だ
け
で
な
く
両
顎
か
ら
も
伸
び
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
点
も
、

高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
と
よ
く
似
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
に
お
け
る
、
老
人
と
向
き
合
う
男
と
、
そ
の
右
方

に
控
え
る
若
い
従
者
と
の
組
み
合
わ
せ
も
注
目
さ
れ
る
。
同
様
の
組
み
合
わ
せ

は
、
先
に
も
挙
げ
た
元
信
印
《
老
子
渡
関
図
扇
面
》（
南
禅
寺
蔵
、
図
十
七
）

に
も
見
ら
れ
、
同
図
画
面
左
方
に
、
右
方
の
老
子
に
向
か
っ
て
腰
を
か
が
め
る

尹
喜
と
、
そ
の
背
後
に
控
え
る
従
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
図
の

従
者
は
、
少
年
の
よ
う
な
顔
立
ち
で
、
丸
襟
に
筒
袖
の
着
物
を
着
て
お
り
、
手

に
は
纓
の
よ
う
な
飾
り
が
付
い
た
長
い
杖
を
持
っ
て
い
る
が
、
高
台
寺
本
Ｂ
図

の
従
者
も
ま
た
、
ほ
ぼ
同
様
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
お
そ
ら

く
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
に
お
け
る
男
と
従
者
と
の
組
み
合
わ
せ
の
図
様
は
、
元
信

印
《
老
子
渡
関
図
扇
面
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
尹
喜
と
従
者
と
の
組
み
合
わ

せ
の
図
様
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
付
け
加
え
れ
ば
、高
台
寺
本
Ｂ
図
に
描
か
れ
る
風
景
（
図
一
上
部
左
）

を
よ
く
見
る
と
、
画
面
奥
に
は
、
峻
険
な
山
々
と
、
そ
れ
ら
が
形
成
す
る
深
い

谷
間
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。老
子
が
尹
喜
と
出
会
っ
た
函
谷
関
は
、

唐
代
の
地
理
書
『
元
和
郡
県
志
』
に
お
い
て
、「
深
険
如
函
，
故
以
為
名
」、
す

な
わ
ち
深
く
険
し
い
こ
と
函
の
よ
う
で
、
名
前
は
そ
う
し
た
地
形
に
由
来
す
る

と
さ
れ
、「
絶
岸
壁
立
」
す
な
わ
ち
絶
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
る(

31)

。

高
台
寺
本
Ｂ
図
の
風
景
描
写
は
、
こ
う
し
た
函
谷
関
を
囲
む
山
々
の
峻
険
さ
を

象
徴
的
に
表
し
た
も
の
と
捉
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
は
、「
黄
石
公
張
良
図
」
よ
り

も
「
老
子
尹
喜
図
」
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
章
で
は
、
高
台
寺
本
Ａ
・
Ｂ
両
図
の
画
題
が
特
定
で
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

表
裏
両
面
全
体
を
総
合
的
に
検
討
し
、
本
図
全
体
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
読
み
取
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

四
、
高
台
寺
本
の
イ
メ
ー
ジ

前
章
ま
で
の
考
察
で
、
高
台
寺
本
Ａ
図
の
画
題
は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
通
り
「
鍾
呂
伝
道
図
」
で
あ
る
一
方
、
Ｂ
図
の
画
題
は
「
老
子
尹
喜

図
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

本
章
で
は
、
こ
れ
ら
「
鍾
呂
伝
道
図
」「
老
子
尹
喜
図
」
両
図
、
な
ら
び
に

そ
れ
ぞ
れ
の
裏
面
に
描
か
れ
て
い
る
「
竹
雀
図
」
と
「
梅
鶯
図
」
を
合
わ
せ
た

全
四
面
を
総
合
的
に
考
え
た
時
に
、
高
台
寺
本
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。特
に
、各
画
題
の
元
と
な
っ

た
故
事
や
、
同
一
画
題
を
描
い
た
他
の
作
例
に
寄
せ
ら
れ
た
禅
僧
の
賛
文
を
読

み
解
き
な
が
ら
、
高
台
寺
本
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
探
っ
て
い
く
。

ま
ず
、
高
台
寺
本
の
イ
メ
ー
ジ
の
検
討
に
入
る
前
に
、
高
台
寺
本
が
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

本
図
の
使
用
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
伝
来
や
制
作
背
景
な
ど
を
窺
わ
せ
る
記
録

は
一
切
無
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
先
行
研
究
は

ほ
と
ん
ど
無
い
。
唯
一
、
河
野
元
昭
氏
に
よ
る
先
述
の
論
文
が
、
制
作
背
景
と

使
用
環
境
に
つ
い
て
の
一
つ
の
可
能
性
を
提
示
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
河
野

氏
は
、
ま
ず
制
作
背
景
に
つ
い
て
、
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
九
八
）
を
贔
屓

に
し
て
い
た
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一
～
一
六
一
七
）
が
、
宮
廷
絵
所
預
で
あ

る
狩
野
孝
信
に
本
図
を
描
か
せ
、
秀
吉
の
菩
提
寺
た
る
高
台
寺
に
寄
進
し
た
の

で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
使
用
環
境
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
に

も
挙
げ
た
『
禅
林
象
器
箋
』
に
お
け
る
座
頭
屛
風
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
、
方

丈
室
中
な
ど
の
部
屋
の
、
戸
口
の
両
脇
に
向
か
い
合
う
よ
う
に
並
べ
て
使
用
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
い
る(

32)

。
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こ
の
よ
う
に
河
野
氏
は
、
高
台
寺
本
の
制
作
背
景
と
使
用
環
境
に
つ
い
て
、

そ
れ
ま
で
の
研
究
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
推
測
を
し
て
い
る
も
の
の
、
制
作
背

景
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ
る
裏
付
け
が
無
い
た
め
、
推
測
の
域
を
出
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
稿
者
も
、
高
台
寺
本
と
後
陽
成
天
皇
と
の
関
わ
り
を
窺
わ

せ
る
史
料
が
無
い
か
調
査
し
た
も
の
の
、
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
使
用
環
境
に
つ
い
て
は
、
河
野
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
座
頭
屛
風

と
い
う
あ
る
種
特
殊
な
画
面
形
態
か
ら
、
禅
宗
寺
院
方
丈
室
中
で
使
用
さ
れ
た

と
考
え
る
の
が
無
難
と
思
わ
れ
る
。第
一
章
に
も
挙
げ
た
通
り
、『
禅
林
象
器
箋
』

に
お
け
る
座
頭
屛
風
の
説
明
に
は
、「
戸
口
ノ
左
右
ノ
座
首
ニ
設
」（
原
漢
文
）

と
あ
る
よ
う
に
、
方
丈
室
中
か
、
も
し
く
は
そ
の
他
い
ず
れ
か
の
部
屋
の
入
口

左
右
に
立
て
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
本
図
が
制
作
当
初
か
ら
高
台
寺

に
あ
っ
た
か
否
か
は
断
定
で
き
な
い
が(

33)

、
高
台
寺
も
禅
宗
寺
院
で
あ
る
た

め(

34)

、
同
寺
の
関
係
者
が
本
図
の
注
文
主
で
あ
り
、
同
寺
で
使
用
さ
れ
た
可

能
性
も
充
分
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
本
図
の
使
用
環
境
が
あ
る
程
度
想
定
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
高
台
寺
本

が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
「
鍾
呂
伝
道
図
」
か
ら
見
て
い
く
。
先
述
の
通
り
こ
の
画
題
は
、
呂
洞

賓
が
鍾
離
権
か
ら
仙
術
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
を
描
い
た
も
の
で
、
林
進

氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
画
題
の
典
拠
と
な
っ
た
の
は
、『
仏
祖
統
記
』
巻

第
四
十
二
の
天
祐
元
年
（
九
〇
四
年
）
条
で
あ
る(

35)

。
同
条
に
は
、「
呂
洞

賓
遊
華
山
。
遇
鐘
離
權
授
金
丹
及
劍
法
。」(

36)

と
あ
る
よ
う
に
、
呂
洞
賓
が
華

山
に
お
い
て
、
鍾
離
権
か
ら
金
丹
の
術
お
よ
び
剣
法
を
授
か
っ
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
画
題
は
日
本
で
も
し
ば
し
ば
絵
画
化
さ
れ
、
同
画
題
に
寄
せ
ら
れ
た
賛

文
か
ら
は
、
同
時
代
の
人
々
が
こ
の
画
題
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、『
翰
林
五
鳳
集
』
に
載
る
二
首
の
賛
文
を

取
り
上
げ
て
み
た
い(

37)

。

一
首
目
は
、
希
世
霊
彦
（
村
庵
、
一
四
〇
三
～
八
八
）
が
「
呂
洞
賓
逢
鍾
離

権
図
」
に
寄
せ
た
と
い
う
賛
で
あ
る
。

槲
葉
身
軽
塵
外
服
。
榴
皮
手
写
壁
間
詩
。
相
逢
指
授
定
何
巻
。
仙
訳
従
来
人

不
知
。

（
読
み
下
し
）
槲
葉
の
身
軽
く
し
て
塵
外
に
服
す
。
榴
皮
に
て
壁
間
に
詩
を

手
写
す
。
相
逢
し
指
授
す
る
こ
と
何い

ず

れ
の
巻
を
定
む
る
か
。
仙
訳
、
従
来
よ
り

人
知
ら
ず
。

こ
の
賛
で
は
、
俗
世
か
ら
離
れ
た
世
界
に
身
を
置
く
鍾
離
権
が
、
深
遠
な
教

え
が
記
さ
れ
た
経
典
を
呂
洞
賓
に
授
け
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

二
首
目
は
、
西
胤
俊
承
（
一
三
五
八
～
一
四
二
二
）
が
「
鍾
呂
伝
道
図
」
に

寄
せ
た
賛
で
あ
る
。

妄
授
丹
経
何
所
誇
。
悲
風
一
吼
袖
中
蛇
。
平
生
不
展
探
花
手
。
却
試
芙
蓉
九

転
砂
。

（
読
み
下
し
）
妄み

だ

り
に
丹
経
を
授
け
て
何
の
誇
る
所
ぞ
。
悲
風
、
袖
中
の
蛇

を
一
吼
す
。
平
生
、
探
花
に
手
は
展
び
ず
。
芙
蓉
を
試
す
を
却
し
、
砂
を
九
転

す
。や

や
解
釈
が
難
解
だ
が
、
こ
の
賛
で
は
、
呂
洞
賓
が
科
挙
を
受
け
る
の
を
や

め
、
鍾
離
権
に
師
事
し
、
仙
人
の
道
を
歩
む
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
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る
。『
有
象
列
仙
全
伝
』
に
お
け
る
呂
洞
賓
の
説
明
に
は
、
科
挙
に
合
格
し
な

い
ま
ま
六
十
四
歳
に
な
っ
た
時
、
鍾
離
権
に
出
会
い
、
仙
術
を
授
か
っ
た
旨
が

記
さ
れ
て
お
り(

38)

、
こ
の
賛
は
、
こ
う
し
た
故
事
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

以
上
二
首
の
賛
文
か
ら
、
同
時
期
の
人
々
は
「
鍾
呂
伝
道
図
」
と
い
う
画
題

に
、
鍾
離
権
が
呂
洞
賓
に
、
深
遠
な
内
容
の
記
さ
れ
た
仙
術
書
ま
た
は
仙
人
の

道
を
授
け
た
、
と
い
う
、
伝
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。次

に
、「
老
子
尹
喜
図
」
を
見
て
い
く
。
同
画
題
（「
老
子
出
関
図
」
や
「
老

子
渡
関
図
」
な
ど
の
題
が
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
に
寄
せ
ら
れ
た
賛
も
一
定

数
見
受
け
ら
れ
、
先
述
の
通
り
、『
翰
林
五
鳳
集
』
に
は
七
首
の
賛
文
が
掲
載

さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
二
首
を
取
り
上
げ
る(

39)

。

一
首
目
は
、
春
沢
永
恩
（
？
～
一
五
九
二
）
が
「
老
子
出
関
図
」
に
寄
せ
た

と
い
う
賛
で
あ
る
。

老
聃
将
隠
遠
西
行
。
修
道
談
経
授
尹
生
。
好
賀
青
牛
出
関
去
。
衰
周
天
下
一

毛
軽
。

（
読
み
下
し
）
老
聃
、
将
に
隠
遠
し
西
行
せ
ん
と
す
。
道
を
修
め
経
を
談
じ
、

尹
生
に
授
く
。
青
牛
に
賀
す
こ
と
を
好
み
、
出
関
し
去
る
。
周
の
天
下
衰
え
る

は
一
毛
軽
し
。

こ
の
賛
で
は
、
老
子
が
西
方
へ
の
旅
路
の
途
中
、
尹
喜
に
出
会
っ
て
『
老
子

道
徳
経
』
を
授
け
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

二
首
目
は
、
雪
嶺
永
瑾
（
一
四
四
七
～
一
五
三
七
）
が
「
老
子
渡
関
図
」
に

寄
せ
た
賛
で
あ
る
。

周
衰
老
子
欲
西
遊
。
尹
喜
先
看
紫
気
浮
。
不
似
鶏
鳴
出
関
早
。
青
牛
此
地
尚

停
輈
。

（
読
み
下
し
）
周
衰
え
、
老
子
、
西
遊
を
欲
す
。
尹
喜
、
先
に
紫
気
の
浮
か

ぶ
を
看
る
。
鶏
鳴
に
似
せ
関
を
早
く
出
ず
。
青
牛
、
此
の
地
に
尚
お
輈
を
停
め

る
。こ

の
賛
で
も
、
や
は
り
老
子
が
西
方
へ
の
旅
の
途
次
に
函
谷
関
に
留
ま
り
、

「
鶏
鳴
狗
盗
」
の
故
事(

40)

の
よ
う
に
急
い
で
関
を
出
る
こ
と
な
く
、
尹
喜
に

教
え
を
授
け
た
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
時
期
の
人
々
は
「
老
子
尹
喜
図
」
に
、
西
方
へ
と
向
か
う

老
子
が
、
そ
の
途
次
に
函
谷
関
に
て
尹
喜
に
出
会
い
、
彼
に
『
老
子
道
徳
経
』

を
授
け
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、「
鍾
呂
伝
道
図
」・「
老
子
尹
喜
図
」
両
画
題
に
寄
せ
ら
れ
た
賛
文
を

見
て
き
た
が
、
両
画
題
に
は
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
、
深
遠
な
教
え
が
授
け
ら

れ
る
「
伝
道
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
共
通
す
る
テ
ー
マ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ち
な
み
に
、
道
教
の
一
派
・
全
真
教
で
は
、
道
教
の
始
祖
た
る
老
子
の
教
え
は
、

東
華
帝
君
（
東
王
父
）
か
ら
鍾
離
権
を
経
て
、
呂
洞
賓
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ

れ(

41)

、
老
子
・
鍾
離
権
・
呂
洞
賓
の
三
者
は
、
道
教
の
教
え
の
伝
道
者
と
い

う
共
通
項
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
両
画
題
に

は
連
続
性
が
あ
り
、
一
つ
の
教
え
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を

読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

次
に
、
高
台
寺
本
裏
面
に
描
か
れ
た
「
梅
鶯
図
」
と
「
竹
雀
図
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
両
画
題
は
数
多
く
絵
画
化
さ
れ
て
お
り
、『
翰

林
五
鳳
集
』
に
も
、
両
画
題
に
寄
せ
ら
れ
た
賛
が
散
見
さ
れ
る(

42)

。
そ
れ
ら

を
見
る
と
、「
梅
鶯
図
」
に
は
、
香
り
高
い
梅
や
そ
こ
に
止
ま
る
鶯
の
様
子
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が(

43)

、「
竹
雀
図
」
に
は
、
雀
同
士
の
情
愛
や
竹
が
有
す
る
隠
棲
の
イ
メ
ー

ジ
が(
44)

、
そ
れ
ぞ
れ
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高

台
寺
本
も
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
本

図
に
お
け
る
両
画
題
は
、「
歳
寒
三
友
」の
一
部
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
歳
寒
三
友
」
と
は
、
冬
に
お
い
て
も
勢
い
を
盛
ん
に
し
、
あ
る
い
は
花
開
く

松
竹
梅
の
姿
を
、
艱
難
に
屈
せ
ず
に
耐
え
忍
ぶ
高
士
や
士
大
夫
の
節
操
の
象
徴

と
す
る
も
の
で
あ
る(

45)
。
高
台
寺
本
で
は
、「
梅
鶯
図
」
に
梅
が
、「
竹
雀
図
」

に
竹
が
表
さ
れ
、残
る
松
は
、表
面
の
「
鍾
呂
伝
道
図
」
と
「
老
子
尹
喜
図
」
に
、

そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
裏
両
面
を
も
っ
て
、「
歳
寒
三
友
」

全
て
が
揃
う
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
松
は
、
そ
の
枝
葉
が
老
子
や
鍾
離
権
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
が
、こ
う
し
た
構
図
は
、馬
公
顕
（
生
没
年
不
詳
）
筆
と
さ
れ
る
《
薬

山
李
翺
問
答
図
》（
南
禅
寺
蔵
、
図
二
十
四
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
同
図
は
、

唐
の
禅
僧
・
薬
山
惟
儼
が
、
朗
州
の
刺
史
・
李
翺
か
ら
禅
の
本
質
を
問
わ
れ
た

の
に
対
し
て
、「
雲
は
天
に
あ
り
、
水
は
瓶
に
あ
り
」
と
答
え
た
故
事
を
絵
画

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
図
に
は
、
薬
山
の
背
後
に
二
本
の
松
が
、
さ
ら
に
そ

の
背
後
に
梅
が
、
そ
し
て
、
松
と
梅
の
根
元
に
小
さ
な
竹
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
画
面
構
成
に
つ
い
て
竹
浪
遠
氏
は
、
画
中
に
歳
寒
三
友
が
揃
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
厳
し
い
修
行
を
経
て
悟
り
を
得
た
薬
山
の
高
徳
を
暗
示
す
る
効
果

を
生
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る(

46)

。
高
台
寺
本
に
戻
れ
ば
、
老
子
や

鍾
離
権
に
被
さ
る
よ
う
に
松
が
描
か
れ
る
画
面
構
成
は
《
薬
山
李
翺
問
答
図
》

と
共
通
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
構
成
で
描
か
れ
た
の
は
、
老
子
や
鍾
離
権
た
ち

神
仙
の
高
徳
を
暗
示
す
る
効
果
を
生
む
た
め
と
言
え
よ
う
。
ま
し
て
、
表
裏
両

面
に
跨
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
一
つ
の
作
品
内
に
松
竹
梅
が
揃
う
こ
と
で
、
そ

う
し
た
意
味
合
い
は
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
高
台
寺
本
は
、
道
教
の
神
仙
が
弟
子
に
深
遠
な
教
え
を
授
け
る

様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
表
裏
に
跨
っ
て
描
か
れ
た
松
竹
梅
に
よ
っ
て
、

神
仙
た
ち
の
高
徳
が
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
疑
問
な
の
が
、
な
ぜ
、
寺
院
と
い
う
仏
教
空
間
に
使
用
す
る

座
屛
に
、
道
教
の
神
仙
を
テ
ー
マ
に
し
た
画
題
が
選
ば
れ
た
の
か
、
と
い
う
点

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、高
台
寺
本
の
唐
人
物
図
二
画
題
が
持
つ「
伝
道
の
イ
メ
ー

ジ
」
が
、
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
師
資
相
承
に
通
じ
る
た
め
、
と
い
う
理
由
も
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
あ
れ
ば
、
道
教
の
神
仙
で
な
く
と
も
、
禅

機
図
や
禅
会
図
で
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
に
対
す
る
明
確
な
答
え
は
出
せ
な
い
が
、
特
に
「
老
子
尹
喜
図
」

に
着
目
す
る
と
、
老
子
と
尹
喜
が
、
仏
教
に
お
い
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
、
様
々
な
史
料
か
ら
窺
え
る
。

ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
は
、室
町
中
期
の
禅
僧
・
万
里
集
九（
一
四
二
八
～
？
）

が
記
し
た
「
喜き

伯は
く
の
ご
う
の
せ
つ

号
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
万
里
が
、
玄
令
と
い
う
僧
に

号
を
与
え
る
こ
と
を
仲
介
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
際
、
玄
令
に
「
喜
伯
」
と
い
う

号
を
与
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
以
下
長

文
だ
が
、
詩
の
全
文
を
引
用
す
る
。

①
化
胡
経
曰
。
老
聃
、
以
二
殷
第
十
八
王
陽
甲
之
時
一
。
入
二
於
玄
妙
玉
女
之

口
中
一
。
八
十
一
年
。
至
二
武
丁
九
年
庚
寅
歳
二
月
十
五
日
一
。
玉
女
攀
二
李
樹
一

而
誕
レ
之
。
即
行
九
歩
。
左
手
指
レ
天
。
右
手
指
レ
地
曰
。
天
上
天
下
唯
我
尊
。

其
説
雖
二
甚
迂
一
。
與
二
我
天
人
師
一
如
レ
合
レ
符
也
。
遂
著
二
道
徳
経
二
篇
一
。
世

僉
謂
二
道
之
徳
一
也
。
余
則
不
レ
然
。
道
與
レ
徳
二
而
已
。
五
常
未
レ
分
以
前
、
謂

二
之
道
一
。
既
分
以
後
謂
二
之
徳
一
。
昔
永
花
先
生
一
日
遊
二
煙
雨
堂
中
一
。
告
二
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同
志
一
云
。
鄒
陽
也
。
東
坡
也
。
皆
是
一
老
聃
之
分
身
也
。
②
或
云
。
老
聃
是

再
生
之
迦
葉
也
。
③
能
識
二
道
之
玄
奥
一
者
。
無
二
李
花
枝
上
之
月
一
。
能
識
二
李

花
枝
上
之
月
一
者
。
無
レ
如
二
尹
喜
一
也
。
老
聃
於
二
青
羊
之
大
会
一
。
引
二
尹
喜
一

冉
々
而
飛
昇
。
其
寿
未
レ
知
二
幾
千
万
秋
一
焉
。
蓬
島
有
二
青
年
一
。
④
諱
曰
二
玄

令
一
。
介
者
需
二
雅
号
一
。
余
以
二
喜
伯
一
告
レ
之
。
盖
取
二
尹
喜
一
也
。

（
読
み
下
し
）
①
化
胡
経
に
曰
く
、「
老ろ

う

聃た
ん

は
、
殷
の
第
十
八
王
陽よ

う

甲こ
う

の
時
を

以
て
、
玄げ

ん

妙み
ょ
う

玉ぎ
ょ
く

女じ
ょ

の
口こ

う

中ち
ゅ
うに

入
る
。
八
十
一
年
に
し
て
、
武ぶ

丁て
い

の
九
年
、
庚

寅
の
歳
、
二
月
十
五
日
に
至
り
て
、
玉
女
、
李り

樹じ
ゅ

に
攀よ

ぢ
て
之
を
誕う

む
。
即
ち

行
く
こ
と
九
歩
、
左
手
に
天
を
指
し
、
右
手
に
地
を
指
し
て
曰
く
『
天
上
天
下
、

唯た
だ

我わ
れ

尊た
っ
とし

。』
と
。」
其
の
説
、
甚
だ
迂う

な
り
と
雖い

え
ども

、
我
が
天て

ん

人に
ん

師し

と
、
符ふ

を 

合が
っ

す
る
が
如
し
。
遂
に
道
徳
経
二
篇
を
著
す
。
世
、
僉み

な

、
道み

ち

の
徳
と
謂
ふ
。
余

は
則
ち
然し

か

ら
ず
。
道
と
徳
の
二に

の
み
。
五ご

常じ
ょ
う、

未
だ
分
れ
ざ
る
以
前
、
之
を
道

と
謂
ふ
。
既
に
分
れ
し
以
後
は
、
之
を
徳
と
謂
ふ
。
昔
、
永え

い

花か

先せ
ん

生せ
い

、
一い

ち

日じ
つ

、

煙え
ん

雨う

堂ど
う

中ち
ゅ
うに

遊
び
、
同
志
に
告
げ
て
云
ふ
。「
鄒す

う

陽よ
う

や
、
東
坡
や
、
皆
是
れ
一い

ち

老ろ
う

聃た
ん

の
分
身
な
り
」
と
。
②
或
は
云
ふ
。「
老
聃
は
是
れ
、再
生
の
迦
葉
な
り
。」

と
。
③
能
く
道
の
玄げ

ん

奥お
う

を
識し

る
者
は
、
李り

花か

枝し

上じ
ょ
うの

月
に
（
如し

く

）
は
無
く
、
能

く
李
花
枝
上
の
月
を
識
る
者
は
、
尹
喜
に
如し

く
は
無
し
。
老
聃
、
青せ

い

羊よ
う

の
大た

い

会か
い

に
於
て
、
尹
喜
を
引
き
て
、
冉ぜ

ん

々ぜ
ん

と
し
て
飛
昇
す
。
其
の
寿じ

ゅ

は
未
だ
幾い

く

千せ
ん

万ま
ん

秋し
ゅ
うな

る
か
を
知
ら
ず
。
蓬ほ

う

島と
う

に
青
年
有
り
、④
諱
を
玄げ

ん

令れ
い

と
曰
ふ
。
介
す
る
者
、

雅が

号ご
う

を
需
む
。
余
、
喜き

伯は
く

を
以
て
之
を
告
ぐ
。
盖け

だ

し
、
尹
喜
に
取
る
な
り
。(

47)

（
※
傍
線
部
と
番
号
は
稿
者
が
付
し
た
。
な
お
、
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改

め
た
。）

こ
の
詩
の
傍
線
部
①
～
④
に
注
目
す
る
と
、
ま
ず
傍
線
部
①
で
は
、『
老
子

化
胡
経
』（
西
晋
の
道
士
・
王
浮
が
記
し
た
と
さ
れ
る
偽
経
）
に
記
さ
れ
る
老

子
の
誕
生
譚
に
言
及
し
、
そ
れ
が
釈
迦
の
誕
生
譚
と
重
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
続
い
て
、
鄒
陽
や
蘇
東
坡
と
い
っ
た
人
々
が
み
な
老
子
の
分
身
で
あ
る
と

い
う
説
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
中
で
、
傍
線
部
②
で
は
、
あ
る
人
が
、
老
子
が

摩
訶
迦
葉
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に

傍
線
部
③
で
は
、
道
の
奥
義
を
理
解
で
き
る
者
は
、
老
子
の
悟
り
に
及
ぶ
も
の

は
な
く
、
そ
の
老
子
の
悟
り
を
よ
く
理
解
で
き
る
者
は
、
尹
喜
に
勝
る
者
は
い

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
傍
線
部
④
で
は
、
玄
令
の
号
を
付
け

る
に
当
た
り
、
万
里
は
、「
玄
令
」
の
「
玄
」
の
字
か
ら
、『
老
子
道
徳
経
』
に

登
場
す
る
一
節
「
玄
之
又
玄
」
を
連
想
し
、
老
子
が
尹
喜
に
道
徳
の
道
を
伝
え

た
の
に
ち
な
み
、「
尹
喜
」
の
「
喜
」
を
取
っ
て
「
喜
伯
」
と
い
う
号
を
付
け
た
、

と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
か
ら
分
か
る
の
は
、
当
時
の
禅
僧
が
、
道
教
の
始
祖
た
る
老
子
を
、

仏
教
の
始
祖
た
る
釈
迦
や
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
摩
訶
迦
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね

て
お
り
、
ま
た
、
老
子
と
尹
喜
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
老
子
が
悟
り
を
極

め
た
者
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
悟
り
を
理
解
し
た
者
の
代
表
こ
そ
尹
喜
で
あ
る

と
い
う
、
師
弟
関
係
の
理
想
的
な
あ
り
方
の
象
徴
と
し
て
み
な
し
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仏
教
徒
た
る
万
里
が
、
依
頼
主
・

玄
令
の
号
を
付
け
る
に
あ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
道
教
の
聖
人
で
あ
る
老
子
と
尹
喜

の
故
事
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
中
国
で
は
、
老
子
と
尹
喜
は
仏
教
の
聖
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
て

認
識
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
中
国
に
は
古
来
よ
り
、
老
子
が
西
方
に
赴
い
て

釈
迦
に
な
っ
た
、
も
し
く
は
釈
迦
を
教
化
し
た
と
い
う
「
老
子
化
胡
説
」
と
い

う
説
が
あ
り
、
後
漢
の
頃
か
ら
こ
の
説
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
の
指
摘
が
あ

る (

48)

。
先
に
挙
げ
た
万
里
の
詩
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
『
老
子
化
胡
経
』

は
、
こ
の
説
を
基
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が(

49)

、
万
里
の
詩
に
こ
の
経
典
が
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引
用
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、「
老
子
化
胡
説
」
が
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
中
国
・
六
朝
末
期
成
立
と
さ
れ
る
偽

経
『
清
浄
法
行
経
』
に
は
、
釈
迦
が
中
国
に
仏
教
を
伝
え
る
に
あ
た
り
、
摩
訶

迦
葉
・
光
浄
童
子
・
月
明
儒
童
ら
を
、
そ
れ
ぞ
れ
老
子
・
孔
子
・
顔
淵
と
し
て

派
遣
し
、
先
に
道
教
と
儒
教
を
説
か
せ
る
こ
と
で
、
仏
教
を
受
け
入
れ
る
素
地

を
作
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
三
聖
派
遣
説
」
が
説
か
れ
て
い
る(

50)

。
こ

の
「
三
聖
派
遣
説
」
は
日
本
に
も
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ(

51)

、
現

に
、
万
里
の
詩
の
中
で
、
老
子
が
摩
訶
迦
葉
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
に

言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
、
室
町
期
の
禅
僧
の
間
で
も
、
こ
の
説
が
、「
老
子
化

胡
説
」
と
共
に
よ
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
尹
喜
に
つ
い
て
は
、
仏
も
し
く
は
阿
難
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
っ

た
こ
と
が
、『
宋
高
僧
伝
』巻
十
七「
唐
江
陵
府
法
明
傳
」に
記
さ
れ
て
い
る(

52)

。

言
う
ま
で
も
無
く
、
阿
難
は
釈
迦
十
大
弟
子
の
う
ち
の
一
人
だ
が
、
尹
喜
が
阿

難
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
尹
喜
の
師
た
る
老
子
が
釈
迦
と
同
一
視
さ

れ
て
い
た
事
実
と
併
せ
て
考
え
る
と
興
味
深
い
。
ま
た
、『
集
古
今
仏
道
論
衡
』

巻
乙
「
隋
文
帝
詔
為
降
州
天
火
焚
老
君
像
事
」
の
中
で
は
、
尹
喜
が
仏
に
姿
を

変
え
て
胡
人
を
教
化
し
た
と
い
う
説
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る(
53)
。『
集

古
今
仏
道
論
衡
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
も
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
と
の
指

摘
が
あ
る
た
め(

54)

、
尹
喜
に
関
す
る
こ
う
し
た
伝
説
が
、
日
本
で
も
知
ら
れ

て
い
た
可
能
性
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、老
子
は
そ
も
そ
も
中
国
に
お
い
て
、釈
迦
や
摩
訶
迦
葉
と
い
っ

た
仏
教
の
聖
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
室
町
期
以
降

の
禅
僧
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
尹
喜
も
ま
た
、
仏
や

阿
難
と
同
一
視
さ
れ
る
と
共
に
、
師
匠
の
奥
義
を
よ
く
会
得
し
た
者
の
象
徴
と

し
て
、
禅
僧
た
ち
の
間
で
も
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
再
度
、
高
台
寺
本
「
老
子
尹
喜
図
」（
図

一
上
部
左
）
を
見
て
み
る
と
、
同
図
は
単
に
道
教
の
聖
人
の
姿
を
描
い
た
も
の

で
は
な
く
、
仏
教
の
聖
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
っ
た
老
子
と
尹
喜
に
よ
る
伝
道

の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
、
老
子
に
釈
迦

の
、
尹
喜
に
阿
難
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
師
が
優
れ
た

弟
子
に
向
け
て
奥
義
を
授
け
る
と
い
う
師
資
相
承
の
意
味
合
い
は
一
層
強
ま

り
、
ま
さ
に
仏
教
空
間
に
相
応
し
い
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と

も
可
能
だ
ろ
う
。

一
方
、「
鍾
呂
伝
道
図
」
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
だ
が
、管
見
の
限
り
、

「
老
子
尹
喜
図
」ほ
ど
の
仏
教
と
の
強
い
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
特
に
呂
洞
賓
に
注
目
す
る
と
、
呂
洞
賓
が
黄
龍
晦
機
禅
師
に
参

禅
し
、
問
答
を
し
た
と
い
う
『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
四
十
二
天
祐
元
年
条
記
載
の

エ
ピ
ソ
ー
ド(

55)

が
想
起
さ
れ
る
。
林
進
氏
に
よ
れ
ば
、
呂
洞
賓
の
こ
う
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
日
本
の
禅
林
に
お
い
て
呂
洞
賓
は
、
悟
道
を
求
め
る
神

仙
と
み
な
さ
れ
、
ひ
い
て
は
、「
鍾
呂
伝
道
図
」
も
ま
た
、
同
画
題
の
持
つ
師

か
ら
弟
子
へ
の
伝
道
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
禅
林
に
お
け
る
師
資
相
承
と
相
通
じ

て
い
た
た
め
に
、
こ
の
画
題
が
禅
林
に
お
い
て
愛
好
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る(

56)

。

こ
の
よ
う
に
、
高
台
寺
本
Ａ
・
Ｂ
両
図
に
描
か
れ
る
道
教
の
神
仙
た
ち
は
、

仏
教
的
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
画
題

が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に
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最
後
に
、
本
稿
で
の
結
論
を
ま
と
め
た
い
。

ま
ず
、
高
台
本
Ｂ
図
の
画
題
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
「
黄
石
公
張
良

図
」
か
「
老
子
尹
喜
図
」
か
の
い
ず
れ
か
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
が
、「
黄

石
公
張
良
図
」
諸
作
例
と
の
比
較
や
『
後
素
集
』
に
記
さ
れ
る
黄
石
公
の
特
徴

か
ら
「
黄
石
公
張
良
図
」
で
あ
る
可
能
性
が
低
く
な
っ
た
一
方
で
、「
老
子
尹

喜
図
」
諸
作
例
や
、
伝
狩
野
雅
楽
助
原
画
《
老
子
孔
子
図
模
本
》（
図
二
十
二
）

を
は
じ
め
と
す
る
老
子
像
諸
作
例
、
同
画
題
の
典
拠
と
な
っ
た
『
史
記
』
の
記

述
な
ど
と
の
比
較
の
結
果
、「
老
子
尹
喜
図
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

ま
た
、
高
台
寺
本
の
注
文
主
と
使
用
環
境
を
高
台
寺
も
し
く
は
そ
の
他
の
禅

宗
寺
院
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
定
し
た
上
で
、
高
台
寺
本
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
も
考
察
し
た
。
高
台
寺
本
に
描
か
れ
る
四
画
題
の
う
ち
、「
鍾
呂
伝
道
図
」

と
「
老
子
尹
喜
図
」
に
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
教
え
が
伝
授
さ
れ
る
「
伝
道
」

と
い
う
共
通
す
る
テ
ー
マ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
両
図
裏
面
に
描

か
れ
る
「
竹
雀
図
」「
梅
鶯
図
」
は
、
表
面
に
描
か
れ
る
松
と
合
わ
せ
て
「
歳

寒
三
友
」
を
表
し
、神
仙
の
徳
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
た
。

そ
し
て
、寺
院
で
使
用
す
る
座
屛
に
道
教
の
神
仙
が
描
か
れ
た
理
由
と
し
て
は
、

「
老
子
尹
喜
図
」
に
つ
い
て
は
、
老
子
と
尹
喜
が
、
仏
教
に
お
い
て
も
理
想
的

な
師
弟
関
係
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
る
と
共
に
、
老
子
と
尹
喜
が
、
釈
迦
や
阿
難

と
い
っ
た
仏
教
の
聖
人
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、「
鍾
呂
伝
道
図
」
に
つ

い
て
は
、
特
に
呂
洞
賓
が
、
黄
龍
晦
機
禅
師
に
参
禅
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
悟

道
を
求
め
る
神
仙
と
み
な
さ
れ
、
ひ
い
て
は
、「
鍾
呂
伝
道
図
」
と
い
う
画
題

自
体
も
、
伝
道
と
い
う
テ
ー
マ
が
師
資
相
承
に
通
じ
る
た
め
に
、
禅
林
に
お
い

て
も
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
高
台
寺
本
は
、
単
に
道
教
の
神
仙
を
描
い
た
だ
け
の
作
品
で
は

な
く
、
そ
こ
に
仏
教
的
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
り
、
神
仙
の
徳
を
強
調
す
る
松
竹

梅
を
描
い
た
り
す
る
な
ど
、
鑑
賞
者
に
よ
る
多
様
な
解
釈
が
可
能
な
作
品
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
高
台
寺
本
は
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
た
寺
院
の
僧
侶
の
み

な
ら
ず
、
寺
院
を
訪
れ
る
客
人
た
ち
に
よ
っ
て
も
鑑
賞
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
彼
ら
鑑
賞
者
は
お
そ
ら
く
中
国
の
故
事
に
も
精
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る

た
め(

57)

、
高
台
寺
本
が
有
す
る
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

結
び
に
、高
台
寺
本
か
ら
見
え
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
が
「
黄
石
公
張
良
図
」
か
「
老
子
尹
喜
図
」

の
い
ず
れ
か
で
議
論
が
分
か
れ
た
の
は
、
ど
ち
ら
の
画
題
も
、
老
人
が
若
者
に

書
を
授
け
る
と
い
う
、大
枠
と
し
て
の
共
通
項
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
図
様
パ
タ
ー
ン
は
、
高
台
寺
本
Ａ
図
＝
「
鍾
呂
伝
道
図
」
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
伝
道
を
画
題
と
す
る
絵
画
で
は
汎
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
汎
用
的
な
図
様
パ
タ
ー
ン
は
、
と
も
す
れ
ば
画
題
の

混
同
を
生
む
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
画
題
の
特
定
が
難
し
い
作
例
の
場
合

は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
類
似
作
例
と
比
較
す
る
と
同
時
に
、
画
題
の
典
拠
と

な
っ
た
原
典
に
立
ち
戻
り
、
そ
の
記
載
内
容
を
、
作
品
の
画
面
内
容
と
詳
細
に

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
先
述
の
通
り
、
高
台
寺
本
は
伝
来
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
が
現
時
点

で
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
制
作
背
景
も
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
新
た
な
史
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
提
示
し

た
作
品
解
釈
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
引
き
続
き
、
高
台
寺
本
の

伝
来
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
の
探
索
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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註

(
１)　

法
量
は
、『
桃
山
時
代
の
狩
野
派
―
永
徳
の
後
継
者
た
ち
―
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
中
の

作
品
解
説
に
よ
る
（
福
士
雄
也
「
五
十
七　

唐
人
物
・
花
鳥
図
座
屛
」『
桃
山
時
代
の
狩

野
派
―
永
徳
の
後
継
者
た
ち
―
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
、

二
七
五
頁
）。

(

２)　

川
本
重
雄
、
川
本
桂
子
、
三
浦
正
幸
「
賢
聖
障
子
の
研
究
（
下
）
―
仁
和
寺
蔵
慶
長
度

賢
聖
障
子
を
中
心
に
―
」『
国
華
』
第
一
〇
二
九
号
（
一
九
七
九
年
十
二
月
）、二
十
一
頁
、

二
十
七
頁
註
37
。

(

３)　

小
嵜
善
通
「
狩
野
孝
信
の
作
風
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
第
一
二
八
冊
（
一
九
九
〇
年

三
月
）、
一
四
〇-

一
四
一
頁
。

(

４)　

河
野
元
昭
「
狩
野
孝
信
筆　

高
士
・
花
鳥
図
座
屏
」『
国
華
』
第
一
一
九
四
号
（
一
九

九
五
年
五
月
）、
二
十
三-

二
十
四
頁
。

(

５)　

註(

１
）
福
士
解
説
、
二
七
五
頁
。

(

６)　

無
著
道
忠
編
『
禅
林
象
器
箋
』
貝
葉
書
院
、
一
九
〇
九
年
、
七
八
〇
頁
。

(

７)　

註(

４)

河
野
論
文
、
二
十
五
頁
。
な
お
、
河
野
論
文
を
含
む
い
ず
れ
の
先
行
研
究
に

お
い
て
も
、
高
台
寺
本
は
、
当
初
か
ら
座
屛
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

(

８)　

東
京
国
立
博
物
館
機
関
管
理
番
号
。
以
下
、
同
館
所
蔵
模
本
の
番
号
は
同
様
。

(

９)　

海
老
根
聰
郎
「
呂
洞
賓
と
い
わ
れ
る
画
像
に
つ
い
て
―
像
主
の
変
身
―
」『
美
術
研
究
』

第
三
二
八
号
（
一
九
八
四
年
六
月
）、
一
九
〇
頁
。

(

10)　

本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
唐
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
面
を
表
面
、
花
鳥
図
が
描
か
れ
て
い

る
面
を
裏
面
と
み
な
し
た
。
な
お
、
各
図
の
表
裏
に
つ
い
て
は
、
河
野
元
昭
編
『
日
本

水
墨
名
品
図
譜
』
第
四
巻
（
狩
野
派
と
琳
派
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
中
の
図

版
か
ら
判
断
し
た
。

(

11)　

土
居
次
義
「
四
十
二　

人
物
図
衝
立
」（
作
品
解
説
）、土
居
次
義
『
狩
野
永
徳/
光
信
』

集
英
社
（
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
九
巻
）、
一
九
八
一
年
、
一
四
一
頁
。

(

12)　

並
木
誠
士
「
狩
野
派
合
作
の
一
作
例
―
新
出
の
「
狩
野
寄
合
書
」
に
つ
い
て
―
」『
金

鯱
叢
書
』
第
九
輯
（
一
九
八
二
年
六
月
）、
四
八
六-

四
八
七
頁
、
五
一
〇
頁
註(

８)

。

(

13)　

註(

３)

小
嵜
論
文
、
一
四
〇
頁
。

(

14)　

註(

４)

河
野
論
文
、
二
十
三
頁
。

(

15)　

山
下
善
也
「
一
四
〇　

唐
人
物
・
花
鳥
図
座
屛
」（
作
品
解
説
）、『
栄
西
と
建
仁
寺
』（
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
、
三
〇
七
頁
。
な
お
、
山
下
氏
は

後
に
、
孝
信
に
よ
る
新
出
の
《
唐
人
物
図
屛
風
》（
個
人
蔵
）
の
作
品
紹
介
の
注
釈
に
お

い
て
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
画
題
に
つ
い
て
、
河
野
説
を
支
持
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
は
提
示
し
て
い
な
い
（
山
下
善
也
「
狩
野
孝
信
筆　

唐
人
物
図
屛
風
」『
国
華
』

第
一
五
〇
九
号
（
二
〇
二
一
年
七
月
）、
三
十
四
頁
註(

２
）。

(

16)　

註(

１)

福
士
解
説
、
二
七
五-

二
七
六
頁
。

(

17)　

吉
田
賢
抗
『
史
記
七
（
世
家
下
）』
明
治
書
院
（
新
釈
漢
文
大
系　

第
八
十
七
巻
）、
一

九
八
二
年
、
一
〇
三
九-

一
〇
四
三
頁
。

(

18)　

東
京
藝
術
大
学
物
品
番
号
。
以
下
、
同
大
学
所
蔵
模
本
の
番
号
は
同
様
。

(

19)　

ち
な
み
に
、
三
点
の
伝
探
幽
原
画
模
本
（
図
十
一
～
十
三
）
で
は
、
張
良
が
龍
に
乗
っ

て
、
黄
石
公
に
靴
を
届
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
能
「
張
良
」
に
基
づ
く
描

写
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
図
様
は
近
代
に
も
引
き
継
が
れ
、
例
え
ば
尾
竹
国
観
（
一

八
八
〇
～
一
九
四
五
）
は
、
泉
屋
博
古
館
東
京
蔵
《
黄
石
公
・
張
良
図
》
に
お
い
て
、

龍
に
乗
っ
た
張
良
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
山
本
尭
氏
は
、
泉
屋
博
古
館
本
の
張
良
の
図

像
の
原
典
が
能
「
張
良
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（『
瑞
獣
伝
来
―
空
想
動
物

で
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
三
千
年
の
旅
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
泉
屋
博
古
館
、
二
〇
二
〇
年
、

五
十
六
頁
）、
伝
探
幽
原
画
模
本
の
存
在
か
ら
、
能
に
基
づ
く
張
良
の
図
像
が
、
少
な
く

と
も
十
七
世
紀
初
頭
に
は
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
孝
信
筆
『
狩
野
派

大
観
』
所
載
本
（
図
九
）
と
伝
探
幽
原
画
模
本
三
点
に
お
い
て
、
黄
石
公
は
馬
に
乗
っ

て
い
る
。
故
事
の
原
典
で
あ
る
『
史
記
』
に
、
黄
石
公
が
馬
に
乗
っ
て
い
る
と
は
一
言

も
書
か
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
能
「
張
良
」
で
は
、
黄
石
公
は
馬
に
乗
っ
て
登
場
す
る

と
さ
れ
る（
齋
藤
祐
一「
能「
張
良
」の
構
想
―
中
国
絵
画
の
影
響
を
中
心
と
し
て
―
」『
知

性
と
創
造
―
日
中
学
者
の
思
考
―
』
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）、
六
十
六
頁
）。
そ

の
た
め
、
馬
に
乗
っ
た
黄
石
公
の
図
像
も
ま
た
、
能
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
山
楽
本
（
図
八
）
の
黄
石
公
は
、
馬
に
乗
っ
て
い
な
い
ま
で
も
、
そ
ば
に

馬
が
控
え
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
、
能
「
張
良
」
の
影
響
が
窺
え
る
。

(

20)　

坂
崎
坦
『
日
本
絵
画
論
大
系
』
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
一
一
四
頁
。

(

21)　

註(

12)

並
木
論
文
、
五
一
〇
頁
註
（
４
）。

(

22)　

水
沢
利
忠
『
史
記
八
（
列
伝
一
）』
明
治
書
院
（
新
釈
漢
文
大
系　

第
八
十
八
巻
）、
一

九
九
〇
年
、
五
十
四-

五
十
六
頁
。

(
23)　

竹
内
理
三
編
『
増
補　

続
史
料
大
成　

第
二
十
二
巻
（
蔭
凉
軒
日
録 

二
）』
臨
川
書
店
、

一
九
七
八
年
、
二
八
三
頁
、
二
八
六
～
二
八
七
頁
、
二
九
一
頁
。
な
お
、
足
利
義
政
の

命
で
狩
野
正
信
に
「
李
龍
眠
筆
之
老
子
青
牛
図
」
が
貸
し
出
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
、

義
政
の
東
山
殿
持
仏
堂
（
東
求
堂
）
障
子
絵
で
あ
る
十
僧
図
を
李
龍
眠
様
で
描
く
に
あ

た
り
、
正
信
が
李
龍
眠
様
と
い
う
筆
様
を
学
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し

こ
の
機
会
に
、義
政
か
ら
借
用
し
た
「
李
龍
眠
老
子
図
」
を
正
信
が
模
写
す
る
な
ど
し
て
、

そ
の
模
写
が
、
後
に
狩
野
派
の
画
人
た
ち
が
「
老
子
尹
喜
図
」
を
描
く
際
に
参
照
さ
れ

た
可
能
性
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
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(
24)　
「
翰
林
五
鳳
集
巻
第
五
十
八
」
高
楠
順
次
郎
、
望
月
信
亨
編
『
大
日
本
仏
教
全
書　

一

四
六
』
有
精
堂
出
版
部
、
一
九
三
二
年
、
二
一
三
（
一
一
三
一
）-

二
一
四
（
一
一
三
二
）

頁
。

(

25)　

都
甲
さ
や
か
氏
も
、
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
六
～
一
九
二
四
）
筆
《
老
子
出
関
図
》（
大

和
文
華
館
蔵
）
を
考
察
す
る
中
で
、
日
本
に
お
い
て
同
画
題
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
都
甲
さ
や
か
「[

館
蔵
品
紹
介]

富
岡
鉄
斎

筆
「
老
子
出
関
図
」
に
つ
い
て
」『
大
和
文
華
』
第
一
四
三
号
（
二
〇
二
三
年
十
月
）、

二
十
七
頁
）。

(

26)　

フ
リ
ー
ア
美
術
館
受
入
番
号
。
以
下
、
同
美
術
館
所
蔵
品
の
番
号
は
同
様
。

(

27)　

厳
密
に
言
え
ば
、
高
台
寺
本
Ｂ
図
の
老
人
は
、
岩
座
の
上
に
設
け
ら
れ
た
、
毛
皮
の
か

か
っ
た
台
に
座
し
て
い
る
。

(

28)　

原
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
（
前
略
）
居
周
久
之
、
見
周
之
衰
迺
遂
去
、
至
関
。
関
令
尹
喜
曰
、
子
将
隠
矣
。
彊
爲

我
著
書
。
於
是
老
子
迺
著
書
上
下
篇
、言
道
徳
之
意
、五
千
余
言
而
去
。
莫
知
其
所
終
。（
註

(

22)

『
史
記
八
（
列
伝
一
）』、
五
十
五
頁
）。

(

29)　

本
田
済
他
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
・
神
仙
伝
・
山
海
経
』
平
凡
社
（
中
国
古
典
文
学
大
系

　

第
八
巻
）
一
九
七
二
年
、
三
〇
五
頁
。

(

30)　

南
秀
彰
「
三
十
一　

老
子
出
関
図
」（
作
品
解
説
）、『
道
教
の
美
術
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ

グ
）
三
井
記
念
美
術
館
他
、
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
〇
年
、
三
四
七
頁
。

(

31)　

李
吉
甫
『
元
和
郡
県
図
志　

二
』
巻
六
、
四
頁
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
頁
数
：
六
十
頁
）。
早
稲
田

大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
。（https://archive.w

ul.w
aseda.

ac.jp/kosho/ru05/ru05_00136/ru05_00136_0002/ru05_00136_0002.
pdf　

最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
九
日
）。

(

32)　

註(

４)

河
野
論
文
、
二
十
四-

二
十
五
頁
。

(

33)　

高
台
寺
本
と
同
じ
く
座
頭
屛
風
の
作
例
で
あ
る
、長
谷
川
等
伯
筆
《
四
愛
図
座
屛
》（
聚

光
院
蔵
）
が
、元
は
大
徳
寺
松
源
院
に
伝
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
（
山
下
善
也
「
五

十
八　

四
愛
図
座
屛
」
作
品
解
説
、『
没
後
四
百
年　

長
谷
川
等
伯
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、

東
京
国
立
博
物
館/

京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
八
四
頁
）、
現
在
の
所
蔵
先

が
必
ず
し
も
制
作
当
初
の
そ
れ
と
は
限
ら
な
い
。

(

34)　

高
台
寺
は
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）、
高
台
院
（
ね
ね
、
一
五
四
九
～
一
六
二
四
）

に
よ
り
、
弓
箴
善
彊
を
開
山
に
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
（
寛
永
元
年
、
臨
済

宗
建
仁
寺
派
に
転
じ
る
）。
下
坂
守
『
秀
吉
と
ね
ね
の
寺　

高
台
寺
名
宝
展
』（
展
覧
会

カ
タ
ロ
グ
）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
他
、
一
九
九
五
～
一
九
九
六
年
、
十
八
～
二
十
一
頁 ; 

田
沢
裕
賀
「
九
十
四　

高
台
院
像
」（
作
品
解
説
）、『
栄
西
と
建
仁
寺
』（
展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
）
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
二-

二
九
三
頁
を
参
照
。

(

35)　

林
進
「
雪
村
の
呂
洞
賓
図
に
つ
い
て
―
そ
の
主
題
と
モ
テ
ィ
ー
フ
を
中
心
に
―
」『
大

和
文
華
』
第
六
十
三
号
（
一
九
七
八
年
八
月
）、
三
十
三
頁
。

(

36)　

高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
四
十
九
巻
史
傳
部
一
』
大
正
一
切
経
刊
行
会
、

一
九
二
七
年
、
三
九
〇
頁
。

(

37)　

註(

24)

『
大
日
本
仏
教
全
書　

一
四
六
』、
二
五
〇
（
一
一
六
八
）
頁
。
賛
文
の
語
釈

に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
年
）、

『
大
漢
和
辞
典 

修
訂
第
二
版
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
～
一
九
九
〇
年
）、
尾
崎
雄
二

郎
他
編
『
角
川　

大
字
源
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
）
等
を
参
照
し
た
。
以
下
、
賛

の
語
釈
に
つ
い
て
は
同
文
献
を
参
照
し
た
。

(

38)　
『
有
象
列
仙
全
伝
』
第
四
巻
、
藤
田
庄
右
衞
門
刊
、
一
六
五
〇
年
、
十
七
頁
。
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
（https://dl.ndl.go.jp/pid/2599483/1/19

　

最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
十
二
日
）。

(

39)　

註(

24)

『
大
日
本
仏
教
全
書　

一
四
六
』、
二
一
三
（
一
一
三
一
）-

二
一
四
（
一
一

三
二
）
頁
。

(

40)　

中
国
戦
国
時
代
、
秦
の
昭
王
に
捕
ら
え
ら
れ
た
斉
の
孟
嘗
君
が
、
犬
の
真
似
を
し
て
盗

み
を
働
く
食
客
を
使
っ
て
自
ら
を
釈
放
さ
せ
、
鶏
の
鳴
き
真
似
の
で
き
る
食
客
を
利
用

し
て
函
谷
関
の
関
所
を
開
か
せ
て
、
秦
を
逃
れ
た
と
い
う
故
事
（『
史
記
』
孟
嘗
君
伝
）。

(

41)　

森
由
利
亜
「『
純
陽
帝
君
神
化
妙
通
紀
』
に
見
え
る
全
真
教
的
な
特
徴
に
つ
い
て
」『
東

洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
九
号
（
一
九
九
二
年
六
月
）、
四
十-

四
十
二
頁
。

(

42)　

大
日
本
仏
教
全
書
版
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
は
、「
梅
鶯
図
」（『
翰
林
五
鳳
集
』
で
は
「
鶯

宿
梅
」
と
題
さ
れ
る
）
へ
の
賛
は
六
首
、「
竹
雀
図
」（「
竹
雀
」、「
竹
雀
障
子
」
と
も
）

へ
の
賛
は
四
首
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

43)　

月
舟
寿
桂
賛「
鶯
宿
梅
」（
風
飄
紅
白
月
西
沈
。
不
啻
色
深
香
尚
深
。
鳥
亦
豈
無
桑
下
戀
。

金
衣
夜
々
宿
花
心
。〔
吾
邦
梅
紅
白
者
鶯
宿
。
蓋
古
歌
有
之
。〕）
な
ど
（「
翰
林
五
鳳
集

巻
第
六
」
高
楠
順
次
郎
、望
月
信
亨
編
『
大
日
本
仏
教
全
書　

一
四
四
』
有
精
堂
出
版
部
、

一
九
三
二
年
、
一
六
七
頁
）。

(
44)　

天
隠
龍
沢
賛「
竹
雀
図
」（
雌
雀
未
來
雄
雀
呼
。
新
篁
嫋
々
日
將
晡
。
幽
棲
得
所
自
相
賀
。

葉
密
叢
深
好
養
雛
。）
な
ど
（「
翰
林
五
鳳
集
巻
第
四
十
五
」
高
楠
順
次
郎
、
望
月
信
亨

編
『
大
日
本
仏
教
全
書　

一
四
五
』
有
精
堂
出
版
部
、
一
九
三
二
年
、
四
三
七
（
九
一
七
）

頁
）。

(

45)　

星
山
晋
也
「
一
三
六　

雪
裡
三
友
図
」（
作
品
解
説
）、
島
田
修
二
郎
、
入
谷
義
高
監
修

『
禅
林
画
賛　

中
世
水
墨
画
を
読
む
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
、
四
〇
八
頁
。

(

46)　

竹
浪
遠
『
松
竹
梅
の
美
術
史
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
三
年
、
二
三
六-

二
三
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七
頁
。

(
47)　

市
木
武
雄
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈　

第
四
巻
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
、
二

三
五-

二
三
六
頁
。

(

48)　

長
島
優
「「
老
子
化
胡
経
」
に
つ
い
て
」『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
九
号
（
二
〇
〇
〇

年
十
月
）、
二
八
三
頁
。

(

49)　

福
井
康
順
『
道
教
の
基
礎
的
研
究
』
書
籍
文
物
流
通
会
、
一
九
五
八
年
、
二
五
六-

三

二
四
頁 ; 

註(
48)
長
島
論
文
、
二
八
八
頁
。

(

50)　

野
村
卓
美
「『
清
浄
法
行
経
』
の
研
究 

―
釈
迦
が
派
遣
し
た
三
菩
薩
と
真
丹
の
三
聖

人—

」『
文
藝
論
叢
』
第
八
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
十
月
）、
三
十
四
頁 ; 

鈴
木
英
之
「
偽

経
『
清
浄
法
行
経
』
の
受
容
と
展
開
―
日
本
に
お
け
る
事
例
を
中
心
に
―
」『
宗
教
研
究
』

第
八
十
七
号
（
二
〇
一
四
年
）、三
九
一-

三
九
二
頁
。
な
お
、野
村
論
文
に
よ
れ
ば
、『
清

浄
法
行
経
』
に
お
け
る
二
菩
薩
（
光
浄
・
儒
童
）
と
二
聖
人
（
孔
子
・
顔
淵
）
の
組
み

合
わ
せ
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
老
子
が
摩
訶
迦
葉
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
点

は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
野
村
論
文
、
四
十
三
頁
）。

(

51)　

註(

50)

野
村
論
文
、
三
十
七-

四
十
三
頁
。

(

52)　

当
該
箇
所
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
（
前
略
）
尹
喜
既
稱
成
佛
。
已
甚
憑
虚
。
復
云
。
化
作
阿
難
更
成
烏
合
。（
後
略
、
高
楠

順
次
郎
『
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
五
十
巻
史
傳
部
二
』
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二

七
年
、
八
一
三
頁
）。
な
お
、
当
該
箇
所
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
義
純
、
中
嶋

隆
藏
訳
『
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日
本
篇
〉』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
、
一
九
八
頁
）

を
参
照
し
た
。

(

53)　

当
該
箇
所
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
（
前
略
）
故
隋
尚
書
令
楚
国
公
楊
素
。
行
経
楼
観
。
見
壁
画
尹
喜
化
胡
之
像
。
素
告
諸

道
士
曰
。
承
聞
老
君
化
胡
。
胡
人
不
受
。
令
喜
変
身
作
仏
。
胡
人
方
受
。（
後
略
、
高
楠

順
次
郎
『
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
五
十
二
巻
史
傳
部
四
』
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九

二
七
年
、
三
七
八
頁
）。
な
お
、
解
釈
に
つ
い
て
は
、
註(

52)

『
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日

本
篇
〉』
三
七
四
頁
註
（
８
）
を
参
照
し
た
。

(

54)　

王
雪
「
道
宣
撰
『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
の
日
本
古
写
経
本
に
つ
い
て
」『
印
度
學
佛
教

學
研
究
』
第
六
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
）、
一
九
四-

一
九
七
頁
。

(

55)　

当
該
箇
所
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
（
前
略
）
後
過
鄂
州
黄
龍
山
。
値
機
禪
師
上
堂
。
清
源
八
世
毅
然
問
曰
。
一
粒
粟
中
藏

世
界
。
半
升
鐺
内
煮
山
川
。
此
意
何
如
。
師
曰
。
守
屍
鬼
。
洞
賓
曰
。
爭
柰
嚢
中
有
不

死
丹
。
師
曰
。
饒
經
八
萬
劫
終
是
落
空
亡
。
賓
不
服
。
夜
飛
劍
以
脇
之
。
師
已
前
知
。

以
法
衣
蒙
頭
坐
方
丈
。
劍
遶
數
匝
。
師
手
指
之
即
墮
地
。
賓
前
謝
過
。
師
詰
之
曰
。
半

升
鐺
内
即
不
問
。
如
何
是
一
粒
粟
中
藏
世
界
。
賓
忽
有
省
。
乃
述
偈
以
爲
謝
曰
。
自
從

一
見
黄
龍
後
。
始
覺
從
前
錯
用
心
。（
註(

36)

『
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
四
十
九
巻
史
傳

部
一
』、
三
九
〇
頁
）。

(

56)　

註(

35)

林
論
文
、
三
十
四
頁
。

(

57)　

当
時
の
禅
僧
た
ち
が
中
国
文
化
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
禅
宗
寺

院
の
有
力
な
外
護
者
た
る
武
士
た
ち
も
ま
た
、
幼
少
期
か
ら
四
書
五
経
や
『
史
記
』
を

は
じ
め
と
す
る
中
国
の
書
物
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
和
田
哲
男

『
戦
国
大
名
と
読
書
』
柏
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。
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図
版
出
典

図
一
、
十
五
、
二
十
三　
『
桃
山
時
代
の
狩
野
派
―
永
徳
の
後
継
者
た
ち
―
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ

グ
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）
よ
り
転
載

図
二　
『
室
町
時
代
の
狩
野
派
―
画
壇
制
覇
へ
の
道
―
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
京
都
国
立
博
物

館
、
一
九
九
六
年
）
よ
り
転
載

図
三　
『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
元
信
／
呂
洞
賓
鐘
離
權

図
」（https://colbase.nich.go.jp/collection_item

s/tnm
/A-2741?locale=ja

）

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
七
日
）
よ
り
転
載

図
四　
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m
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” The N
elson-A

tkins M
useum

 of 
A

rt (h
ttps://art.n

elson
-atkin

s.org/objects/15645/th
e-taoist-
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b
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b
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（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
七
日
）
よ
り

転
載

図
五　

並
木
誠
士
「
狩
野
派
合
作
の
一
作
例
―
新
出
の
「
狩
野
寄
合
書
」
に
つ
い
て
―
」『
金

鯱
叢
書
』
第
九
輯
（
一
九
八
二
年
六
月
）
よ
り
転
載

図
六　
『
特
別
展　

牧
谿
―
憧
憬
の
水
墨
画
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
五
島
美
術
館
、
一
九
九
六

年
）
よ
り
転
載

図
七　
『
道
教
の
美
術
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
三
井
記
念
美
術
館
他
、
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一

〇
年
）
よ
り
転
載

図
八　
『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
黄
石
公
張
良
・
虎
渓
三
笑

図
屛
風
」（https://colbase.nich.go.jp/collection_item

s/tnm
/A-1160?locale=ja

）

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
）
よ
り
転
載

図
九　

斎
藤
謙
、
吉
浦
祐
二
編
『
狩
野
派
大
観　

第
二
輯　

図
版
』（
狩
野
派
大
観
発
行
所
、

一
九
一
四
年
）
よ
り
転
載

図
十　
『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
正
信
／
黄
石
公
張
良
図
」

（https://colbase.nich.go.jp/collection_item
s/tnm

/A-2593?locale=ja

）（
最

終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
）
よ
り
転
載

図
十
一　
『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
探
幽
／
黄
石
公
張
良

図
」（https://colbase.nich.go.jp/collection_item

s/tnm
/A-3437?locale=ja

）

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
）
よ
り
転
載

図
十
二　
『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
探
幽
／
黄
石
公
像
」
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ttp
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a
se
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ich
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o
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/co
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/
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）（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
）
よ
り
転
載

図
十
三　

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
編
『
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館　

蔵
品
目
録　

東
洋

画
模
本　

Ⅴ
』（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）
よ
り
転
載

図
十
四　

東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
編
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館　

蔵
品
目
録　

東
洋

画
模
本　

Ⅱ
』（
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
よ
り
転
載

図
十
六　
『
没
後
四
〇
〇
年　

長
谷
川
等
伯
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
東
京
国
立
博
物
館/

京
都

国
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
）
よ
り
転
載

図
十
七　

武
田
恒
夫
監
修
『
南
禅
寺
扇
面
屛
風
』（
フ
ジ
ア
ー
ト
出
版
（
美
術
撰
集　

第
六
巻
）、

一
九
七
三
年
）
よ
り
転
載

図
十
八　
『
国
立
故
宮
博
物
院
』「
宋
李
公
麟
老
子
授
經
圖
文
徵
明
書
經
」（https://

digitalarchive.npm
.gov.tw

/Painting/Content?pid=14145&
D

ept=P

）

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
）
よ
り
転
載

図
十
九　

”Laozi delivering a copy of the D
aodejing

” N
ational M

useum
 of 

A
sian A

rt - Sm
ithsonian Institution (https://asia.si.edu/explore-art-
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（
最
終
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ス
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〇
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日
）
よ
り
転
載

図
二
十　

”Laozi delivering a copy of the D
aodejing

” N
ational M

useum
 of 

A
sian A

rt - Sm
ithsonian Institution (https://asia-archive.si.edu/

object/F1968.21/)

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
七
日
）
よ
り
転
載

図
二
十
一　
『
上
海
博
物
館
』「
华
祖
立 

玄
门
十
子
图
」（https://w

w
w

.shanghaim
useum

.
net/m

u/frontend/pg/article/id/CI00000823

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四

年
九
月
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十
七
日
）
よ
り
転
載

図
二
十
二　
『ColBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
雅
楽
之
助
／
老
子
孔

子
図
」（https://colbase.nich.go.jp/collection_item

s/tnm
/A-2805?locale=ja

）

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
）
よ
り
転
載

図
二
十
四　
『
亀
山
法
皇
七
〇
〇
年
御
忌
記
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寺
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カ
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館
、
二
〇
〇
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年
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よ
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転
載
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狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

図一　狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）
上部右：A 図（「鍾呂伝道図」）、上部左：B 図

下部右：「竹雀図」、下部左：「梅鶯図」
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図二　伝狩野正信筆《鍾離権・呂洞賓図》（西源院蔵）

図三　伝狩野元信原画《呂洞賓鍾離権図模本》
（東京国立博物館蔵、模本筆者は狩野養信

（玉川）、A-2741）、部分

図四　《呂洞賓図》
（ネルソン・アトキンズ美術館蔵）
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狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

図五　狩野孝信筆《黄石公張良図》
（「狩野寄合書」のうち、原美術館 ARC 蔵）

図六　牧谿筆《老子図》
（岡山県立美術館蔵）
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図七　商喜筆《老子出関図》
（MOA 美術館蔵）

図八　狩野山楽筆《黄石公張良・虎渓三笑図屛風》
（東京国立博物館蔵）右隻
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狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

図九　狩野孝信筆《黄石公張良図》
（『狩野派大観』所載、所在不明）

図十　伝狩野正信原画《黄石公張良図模本》
（東京国立博物館蔵、模本筆者は

狩野雅信（勝川）、A-2593）
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図十一　伝狩野探幽原画《黄石公張良図模本》
（東京国立博物館蔵、模本筆者は狩野養信（玉川）、A-3437）

図十二　伝狩野探幽原画《黄石公像模本》
（東京国立博物館蔵、模者不詳、A-3593）
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狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

図十三　伝狩野探幽原画《下橋屛風模本》
（東京藝術大学蔵、模者不詳、東洋画模本Ⅴ -4442）

図十四　伝劉松年原画《黄石公図模本》
（東京藝術大学蔵、模者不詳、東洋画模本Ⅱ -1479）
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図十五　狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》
（高台寺蔵）B 図　老人と向き合う男

図十六　長谷川等伯筆《禅宗祖師図襖》
（天授庵蔵）「懶瓚煨芋図」

皇帝の勅使
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狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

図十七　元信印《老子渡関図扇面》
（南禅寺蔵扇面貼交屛風のうち、南禅寺蔵）
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図十八　李公麟筆《老子授経図文徴明書経》
（台北故宮博物院蔵）部分

図十九　伝李公麟筆《老子授経図》
（フリーア美術館蔵、F1913.61）部分

図二十　伝李公麟筆《老子授経図》
（フリーア美術館蔵、F1968.21）部分
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狩野孝信筆《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）についての研究

図二十一　華祖立筆《玄門十子図巻》
（上海博物館蔵）のうち、老子像

図二十二　伝狩野雅楽助原画
《老子孔子図模本》

（東京国立博物館蔵、模本筆者は狩野養信
（晴川）、A-2805）のうち、老子図（部分）

図二十三　狩野孝信筆
《唐人物・花鳥図座屛》（高台寺蔵）

B 図の老人
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図二十四　馬公顕筆《薬山李翺問答図》（南禅寺蔵）
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Study on “The Pictures of Chinese Figures and Birds and Flowers” 
by Kano Takanobu (owned by Kodai-ji Temple)

SHIMIZU Ryosuke

“The Pictures of Chinese Figures and Birds and Flowers” by Kano Takanobu (1571-1618) , 

which is owned by Kodai-ji Temple, is a two single-panel screen(座屏 /Zabyo) of Chinese figures 

with ink, colors, and gold foil on paper on one side, and an ink and gold foil of birds and flowers 

on paper on the other.

The painting, which depicts two figures facing each other by the water (“Panel A“), is 

generally agreed as “The Picture of Zhong Liquan (鍾離権 ) and Lu Dongbin (呂洞賓 ).” However, 

opinions are divided on the subject of the other painting (“Panel B“), whether it is “The Picture of 

Huang Shigong (黄石公 ) and Zhang Liang (張良 )” or “The Picture of Laozi (老子 ) and Yinxi (尹
喜 ).” This study first identifies the subject of “Panel B.” Second, it considers the kind of image 

that can be read from “The Pictures of Chinese Figures and Birds and Flowers.”

First, comparing “Panel B” with examples of works depicting “The Picture of Huang 

Shigong and Zhang Liang,” we find that they share the general composition. However, many 

pieces of evidence contradict the subject of “Panel B” in “The Picture of Huang Shigong and 

Zhang Liang.” The people in “Panel B” are dressed differently from those of Huang Shigong and 

Zhang Liang. However, when comparing “Panel B” with examples of “The Picture of Laozi and 

Yinxi” and portraits of Laozi, there are similarities in the composition and the appearances of the 

figures, making it highly likely that the subject of “Panel B” is “The Picture of Laozi and Yinxi.”

I found that, of the four paintings depicted in “The Pictures of Chinese Figures and Birds 

and Flowers,” “Panels A and B” share a common theme of “transmission,” the teachings being 

passed on from a master to a disciple. In addition, I speculated that the “Bamboo and Sparrow” 

and “Plum and Warbler” depicted on the backs of “Panels A and B,” respectively, together with 

the pine depicted in the front, represent the “Three Friends of Winter (歳寒三友 ),” and symbolize 

the virtues of Taoist immortals. Finally, I also suggested that images of Buddhist saints, were 

superimposed on the immortals depicted in this work. I believe this is why this work, depicting 

Taoist immortals, was used at the Buddhist temple, Kodaiji. Therefore, it was found that this 

work was not a work that simply depicts Taoist immortals but one that invites diverse 

interpretations from viewers, such as superimposing images of Buddhist saints on them and 

depicting the pine, bamboo, and plum that emphasize the virtues of the immortals.
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